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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２０年１１月１８日（火）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　４時２１分　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 山本靖一 
 副委員長
 野原　修 
 委　　員
 木村勝彦

委　　員
 南野直司 
 委　　員
 原田　平 


１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正


都市整備部長　中谷久夫
 同部次長兼建築住宅課長　長野俊郎

都市整備部参事　小山和重
 都市計画課長　新留清志
 同課参事　長江雅彦

建築指導課長　大田博和
 まちづくり支援課長　土井正治　　同課参事　浅田直廣

　　建築住宅課参事　林　弘一

土木下水道部長　粟屋保英
 同部次長　宮川茂行

同部参事兼公園みどり課長　野畑一雄　　同部参事兼道路課長　藤井義己

同部参事兼交通対策課長　大砂　渉　　道路課参事　堀　和夫
 同課参事　山本博毅

交通対策課参事　早川　茂
 下水道業務課長　石川裕司
 同課参事　芳浦定行

下水道整備課長　渡辺勝彦
 同課参事　西村克己
 下水道管理課長　山口　繁

同課参事　渡場修一
 同課参事　川上昭人

水道部長　中岡健二

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫
 同局書記　湯原正治

１．審査案件（審査順）

認定第１号　平成１９年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分

認定第６号　平成１９年度摂津市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認定第９号　平成１９年度安威川、淀川右岸流域下水道組合会計歳入歳出決算認定

　　　　　　の件

認定第２号　平成１９年度摂津市水道事業会計決算認定の件
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（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　おはようございます。

　ただいまから建設常任委員会を開会し

ます。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。連日、

秋の行事等々でお忙しい中、きょうは建

設常任委員会をお持ちいただきまして、

大変ありがとうございます。

　本日の案件は、平成１９年度の摂津市

一般会計歳入歳出決算認定の件所管分の

ほか３件について、ご審査を賜るわけで

ございますが、何とぞ慎重審査の上、ご

認定賜りますよう、よろしくお願いいた

します。

　一たん退席いたします。どうぞよろし

くお願いいたします。ありがとうござい

ました。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、木村委

員を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　認定第１号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　粟屋土木下水道部長。

○粟屋土木下水道部長　おはようござい

ます。

　認定第１号、平成１９年度摂津市一般

会計歳入歳出決算のうち、土木下水道部

にかかわる部分につきまして、目を追っ

て主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。

　まず、歳入でございますが、３４ペー

ジをお開き願います。

　款１３、使用料及び手数料、項１、使

用料、目３、衛生使用料、節３、クリー

ンセンター使用料は（仮称）吹田貨物ター

ミナル駅の建設工事用車両がクリーンセ

ンター敷地を通行することに伴い、鉄道

運輸機構から使用料を徴収したほか、関

西電力の電柱等の使用料でございます。

　目４、農林水産業使用料では、節１、

水路使用料は法定外水路占用料でござい

ます。

　目５、土木使用料、節１、道路使用料

は関西電力ほか３０件の道路占用料でご

ざいます。

　３６ページ、節３、公園使用料は関西

電力ほか７件の公園占用料でございます。

　節４、駐車場使用料は、千里丘第１、

第２、フォルテ摂津、摂津駅及び南摂津

駅の各自動車及び自転車駐車場の使用料

と駐車場用地使用料でございます。その

うち駐車場用地使用料は千里丘第１自転

車駐車場並びに正雀駅南第１自転車駐車

場敷地内ほか１件の関西電力の電柱使用

料でございます。

　３８ページ、項２、手数料、目１、節

１、総務手数料のうち、下から２行目の

諸証明手数料は道路幅員証明等４８件の

手数料でございます。

　目２、衛生手数料、節５、し尿処理手

数料は、し尿及び浄化槽汚泥の処理手数

料でございます。

　目３、農林水産業手数料、節２、明示

手数料は、水路敷地境界明示１１件の手

数料でございます。

　４０ページ、目４、土木手数料、節１、

明示手数料で、当部に関係いたしますも
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のは上から１行目、道路敷地境界等明示

８２件の手数料。上から３行目、公園明

示６件の手数料、その下、自転車駐車場

明示１件の手数料でございます。

　４４ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目２、土木費国庫補助

金、節２、地籍調査費補助金は都市再生

地籍調査委託補助金でございます。

　５２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目６、土木費府補助金、節１、

都市計画費補助金は下から１行目の府自

然環境保全条例の事務の処理に関する経

費交付金でございます。

　節２、地籍調査費補助金は、都市再生

地籍調査委託補助金でございます。

　５４ページ、項３、委託金、目３、土

木費委託金、節１、土木管理費委託金は

大阪府からの河川環境整備工事委託金と、

鶴野橋外ポンプ管理委託金並び自転車等

移動保管業務委託金でございます。

　５６ページ、款１７、寄附金、項１、

目１、節１、寄附金は、上から３行目の

緑化事業寄附金で、１件の寄附を受けた

ものでございます。

　６６ページ、款１９、諸収入、項４、

目１、雑入、節１、雑収入で、当部に関

係いたすものは、上から４行目の公園み

どり課、みどりの募金に係る助成金と、

その下、道路課、路上放棄車処理協力金

と、その下、交通対策課、自転車等移動

保管料と、自転車等鉄屑処分金と、管理

費返還金で、これはフォルテ摂津自動車

駐車場の管理共益費の返還金でございま

す。その下、下水道整備課、踏荒し整地

料でございます。

　続きまして、歳出について、ご説明申

し上げます。事務報告書につきましては、

公園みどり課は２１３ページから、道路

課は２１９ページから、交通対策課は２

２９ページから、下水道業務課は２４１

ページから、下水道管理課は２４７ペー

ジから、下水道整備課は２６１ページか

ら記載いたしておりますので、あわせて

ご参照賜りますようお願い申し上げます。

　１６０ページ、款４、衛生費、項２、

清掃費、目１、清掃総務費、節７、賃金

では、臨時職員賃金で、下水道業務課の

し尿及び浄化槽汚泥に係る事務処理に従

事する臨時職員２名の賃金でございます。

　１６４ページ、目３、し尿処理費につ

きましては、その執行率９３．６％でご

ざいます。詳細につきましては、決算概

要の９７ページから９８ページに記載を

いたしておりますので、あわせてご参照

願います。

　その主な内容といたしまして、節７、

賃金では、クリーンセンターにおいてし

尿等の前処理業務に従事する臨時職員４

名の賃金でございます。

　節１１、需用費では、クリーンセンター

の維持管理に係る消耗品費や光熱水費、

修繕料等でございます。

　節１３、委託料では、し尿収集運搬委

託料ほか、クリーンセンターの諸施設に

係る委託料でございます。

　１６６ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金では、吹田市正雀終末処理施

設に係る維持管理負担金及び整備負担金

でございます。

　節２２、補償、補填及び賠償金では、

し尿くみ取りから公共下水道への切りか

えに伴うし尿くみ取り業者への補償金で

ございます。

　続きまして１７２ページ、款５、農林

水産業費、項１、農業費、目４、農業水

路費につきましては、その執行率９９．

０％でございます。詳細につきましては、

決算概要の１０２ページから１０３ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。
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　その主な内容といたしましては、節７、

賃金では水路やポンプ場の管理及びしゅ

んせつ等に係る賃金でございます。

　節１１、需用費では鳥飼中２号用水ポ

ンプ修理工事外７件の修繕料などでござ

います。

　節１３、委託料では、河原樋及び五久

樋ポンプ場の維持管理業務委託料でござ

います。

　節１５、工事請負費では、鳥飼上用水

側溝改良工事外１件でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

河原樋水路事業外３事業の償還金負担金

と、神安土地改良区負担金、鳥飼八町水

路改修工事外３件の工事負担金などでご

ざいます。

　１７８ページ、款７、土木費、項１、

土木管理費、目１、土木総務費につきま

しては、その執行率９７．２％でござい

ます。詳細につきましては、決算概要の

１０７ページから１０８ページに記載を

いたしておりますので、あわせてご参照

願います。

　その主な内容といたしましては、１８

０ページ、節１３、委託料では、土木維

持作業業務に係る委託料と、節１６、原

材料費では、土木維持作業に係る縞鋼板

等の補修用材料費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

日本道路協会負担金外２件と、節２８、

繰出金では、公共下水道事業特別会計に

対する繰出金でございます。

　目２、交通対策費につきましては、そ

の執行率９８．８％でございます。詳細

につきましては、決算概要の１０８ペー

ジから１１１ページに記載いたしており

ますので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１８

０ページ、節１１、需用費では、放置自

転車等保管事務所の光熱水費とカーブミ

ラーの修繕料等でございます。

　１８２ページ、節１３、委託料では、

平成１８年度から指定管理者に駐車場管

理を委託しております委託料と、公共施

設巡回バス運行管理業務委託料等外６件

でございます。

　節１４、使用料及び賃借料では、ＪＲ

西日本旅客鉄道株式会社より借地してお

ります千里丘第２自転車駐車場外３件の

土地借上料でございます。

　節１５、工事請負費では、交通安全対

策工事としまして、道路課では道路反射

鏡設置工事を、交通対策課では交差点改

良工事及び夜間点滅交差点鋲設置工事を

行うとともに、路面標示設置工事を行っ

たものでございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

その主なものは市内循環バス運行補助金

でございます。

　項２、道路橋りょう費、目１、道路橋

りょう総務費につきましては、その執行

率は９５．３％でございます。詳細につ

きましては、決算概要の１１１ページか

ら１１２ページに記載いたしております

ので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１８

４ページ、節１３、委託料では、都市再

生地籍調査業務委託料と駅前広場管理委

託料及びモノレール駅前広場管理委託料

等でございます。

　節１８、備品購入費では、耐用年数に

より車両の買いかえを行ったものでござ

います。

　目２、道路維持費につきましては、そ

の執行率９７．５％でございます。詳細

につきましては、決算概要の１１２ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その内容といたしましては、節１１、

需用費の修繕料では、道路の維持補修を
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行ったものでございます。

　節１３、委託料では、街路樹剪定委託

業務外２件でございます。

　節１５、工事請負費は、学園町中央線

外１６路線の維持工事でございます。

　目３、道路新設改良費につきましては、

その執行率９８．５％でございます。詳

細につきましては、決算概要の１１３ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

５、工事請負費では、鳥飼西２丁目地内

道路改良工事でございます。

　目４、交通安全対策費につきましては、

その執行率９６．９％でございます。詳

細につきましては、決算概要の１１３ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

３、委託料では千里丘三島線外１件の測

量設計委託料と、千里丘４５号線の道路

改良関連委託料でございます。

　節１５、工事請負費では、新在家鳥飼

上線歩道段差切り下げ工事外４件の交通

安全対策工事でございます。

　１８６ページ、項３、水路費、目１、

排水路費につきましては、その執行率９

２．７％でございます。詳細につきまし

ては、決算概要の１１４ページ、１１５

ページに記載いたしておりますので、あ

わせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

１、需用費では、水路ポンプ施設に係る

光熱水費及び修繕料などでございます。

　節１３、委託料では、味生排水機場ほ

か、市内各ポンプ場の設備保守点検委託

や排水管及び水路しゅんせつ委託並びに

味舌ポンプ場水路系維持管理業務委託な

どでございます。

　１８８ページ、節１５、工事請負費で

は、番頭面水路安全柵設置工事を行った

ものでございます。

　節１８、備品購入費では、耐用年数に

より車両の買いかえを行ったものでござ

います。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

番田水門内水対策事業に係る負担金でご

ざいます。

　項４、都市計画費、目１、都市計画総

務費のうち、当部に関係いたします主な

ものは、節１、報酬のうち緑化推進嘱託

員報酬と、節７、賃金の緑化推進員賃金

でございます。

　１９２ページ、節１９、負担金、補助

及び交付金では、上から６行目の大阪府

都市緑化協会負担金、その下、日本公園

緑地協会負担金、その下、大阪都市公園

協議会負担金で、公園に関係いたします

負担金でございます。

　節２５、積立金では、緑化基金積立金

でございます。詳細につきましては、決

算概要の１１７ページから１１８ページ

に記載いたしておりますので、あわせて

ご参照願います。

　目３、緑化推進費につきましては、そ

の執行率８６．１％でございます。詳細

につきましては、決算概要の１１９ペー

ジに記載いたしておりますので、あわせ

てご参照願います。

　その主な内容といたしましては、１９

４ページ、節１６、原材料費では、花いっ

ぱい活動に対する助成原材料購入及び市

内花壇等の育苗用の堆肥及び花の苗や種

などの原材料や、誕生記念植樹の樹木等

の購入でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

摂津市緑化推進連絡会の活動に対する補

助金でございます。

　目４、公園管理費につきましては、そ

の執行率９７.１％でございます。詳細

－�5�－



につきましては、決算概要の１１９ペー

ジから１２０ページに記載いたしており

ますので、あわせてご参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

１、需用費では、市内公園の電気代並び

に水道料金、公園施設の修繕等を行った

ものでございます。

　節１３、委託料では、公園等の除草清

掃業務及びごみ収集業務、樹木剪定など

の管理業務とあべりあ公園の台帳整備業

務委託を行ったものでございます。

　節１５、工事請負費では、公園施設整

備工事外２件、及び遊具の取替工事でご

ざいます。

　節１６、原材料費では、公園の維持管

理に係る砂場の砂、鉄板蓋や塗料等の補

修用材料費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

市内９１か所のちびっこ広場を管理して

いただいている７０の団体に対する管理

補助金でございます。

　目５、都市公園事業費につきましては、

その執行率９９．９％でございます。詳

細につきましては、決算概要１２０ペー

ジから１２１ページに記載いたしており

ますので、あわせてご参照願います。

　その内容といたしましては、節１９、

負担金、補助及び交付金では、安威川ふ

れあいづつみ鶴野地区整備事業に伴いま

す鶴野水路事業償還金負担金でございま

す。

　次に、２０８ページ、款８、項１、消

防費、目３、水防費につきましては、執

行率９９．６％でございます。詳細につ

きましては、決算概要の１２９ページに

記載いたしておりますので、あわせてご

参照願います。

　その主な内容といたしましては、節１

６、原材料費では、水防資材の備蓄を図っ

ております。

　節１９、負担金、補助及び交付金では、

淀川右岸水防事務組合及び安威川ダムの

建設に伴う水源地対策特別措置法第１２

条に基づく負担金でございます。

　以上、土木下水道部に係わります平成

１９年度一般会計歳入歳出決算について

の補足説明とさせていただきます。

○山本靖一委員長　中谷都市整備部長。

○中谷都市整備部長　おはようございま

す。

　それでは、認定第１号、平成１９年度

摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、都

市整備部における内容について目を追っ

て主なものについて、補足説明をさせて

いただきます。

　まず、歳入でございますが、３６ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目５、土木使用料、節２、公営

住宅使用料は、市営住宅使用料と市営住

宅用地使用料でございます。

　４０ページ、項２、手数料、目４、土

木手数料、節１、明示手数料のうち都市

計画道路敷地境界明示手数料でございま

す。

　節２、優良宅地等認定手数料は、租税

特別措置法に基づく優良宅地等の認定手

数料でございますが、平成１９年度は申

請件数がなかったものでございます。

　節３、都市計画手数料は、諸証明手数

料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目２、土木費国庫補助

金、節１、都市計画費補助金は、耐震改

修促進計画補助金と、耐震診断補助金で

ございます。

　４４ページ、節３、住宅費補助金は、

地域住宅交付金でございます。

　５２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目６、土木費府補助金、節１、

都市計画費補助金のうち、土地利用規制
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等対策費交付金、府景観条例事務取扱交

付金、耐震診断補助金と、府特定設備等

安全確保条例交付金でございます。

　５４ページ、項３、委託金、目３、土

木費委託金、節２、都市計画費委託金は、

建築基準法施行事務取扱委託金、都市計

画法施行事務取扱委託金のほか、３件で

ございます。

　５８ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目３、家屋被害復旧資

金貸付金元金収入、節１、家屋被害復旧

資金貸付金元金収入は、家屋被害復旧資

金貸付金償還金でございます。

　６５ページ、項４、雑入、目１、雑入、

節１、雑収入は下から２行目、都市計画

図売却収入と、６７ページ、上から建築

確認申請者負担金、入居者負担金と光熱

水費等負担金でございます。

　次に、歳出でございますが、摂津市一

般会計歳入歳出決算書の１８８ページを

お開き願います。事務報告書につきまし

ては、１９３ページから記載いたしてお

りますので、ご参照願います。

　款７、土木費、項４、都市計画費、目

１、都市計画総務費では、執行率７５．

０％でございます。詳細につきましては、

決算概要１１５ページから１１７ページ

に記載いたしておりますので、ご参照願

います。

　１８８ページ、節１、報酬のうち、都

市計画審議会委員報酬でございます。

　１９０ページ、節９、旅費は普通旅費

でございます。

　節１１、需用費で、その主なものは印

刷製本費でございます。

　節１２、役務費は電波障害対策施設管

理に伴う保険料でございます。

　節１３、委託料は、電波障害対策施設

等維持管理委託料と、耐震改修促進計画

委託料でございます。

　節１４、使用料及び賃借料は、電子複

写機レンタル料でございます。

　１９２ページ、節１８、備品購入費は

庁用器具費で、現場調査に使用するデジ

タルカメラなどの購入費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金のう

ち、当部に関係いたしますものは、大阪

府都市計画協会負担金、阪急正雀駅エレ

ベーター設置補助金、ＪＲ千里丘駅エレ

ベーター設置補助金と、耐震診断補助金

外８件でございます。このうちＪＲ千里

丘駅エレベーター設置補助金につきまし

ては１億２，３７０万３，０００円を翌

年度へ明許繰越いたしております。

　目２、街路事業費では、執行率９６．

５％でございます。詳細につきましては、

決算概要１１８ページに記載いたしてお

りますので、ご参照願います。

　節８、報償費は、景観アドバイザー委

員会及び景観審議会委員報償金でござい

ます。

　節９、旅費は普通旅費でございます。

　節１１、需用費のうち消耗品費でござ

います。

　節１２、役務費は南摂津駅に展示いた

しておりました駅周辺模型の設置に伴い

ます保険料でございます。

　１９８ページ、項５、住宅費、目１、

住宅管理費では、執行率９４．６％でご

ざいます。詳細につきましては決算概要

の１２２ページから１２３ページに記載

いたしておりますので、ご参照願います。

　節１、報酬は住宅管理人報酬でござい

ます。

　節９、旅費は普通旅費でございます。

　節１１、需用費で、その主なものは修

繕料でございます。

　節１２、役務費は住宅管理に伴います

管理者賠償責任保険料等でございます。

　節１３、委託料は昇降機保守委託料、
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次のページの緊急通報設備管理委託料、

基本設計等業務委託料のほか７件でござ

います。

　節１４、使用料及び賃借料は自動通報

装置システム借上料でございます。

　節１５、工事請負費は旧市民プール解

体工事請負費でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

大阪府住宅まちづくり促進協議会負担金

でございます。

　節２５、積立金は、市営住宅整備基金

積立金でございます。

　節２７、公課費は、自動車重量税でご

ざいます。

　以上、決算内容の補足説明とさせてい

ただきます。

○山本靖一委員長　質疑に入ります。

　質疑のある方。

　南野委員。

○南野直司委員　おはようございます。

　それでは、決算概要を中心にご質問を

させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。

　まず、初めに１０８ページ、交通安全

対策推進事業、決算額３５５万４，４２

７円についてでございます。道路交通の

安全のための道路反射鏡の維持管理とい

うことでございますが、この作業内容に

ついて基本的な部分でございますけれど

も、その作業内容の詳細についてお聞か

せいただきたいと思います。

　それから、同じく１０８ページ、道路

反射鏡設置事業、決算額１３８万９，０

００円についてでございます。１９年度

は１５０万円の予算額でありましたが、

これはどのように決定されたのか、２０

年度の予算額は３５０万円、２３基設置

予定ということであります。それとあわ

せて決算額１３８万９，０００円で、９

基設置されましたが、現在、摂津市内で

全部で何基設置されているのか、お聞か

せいただきたいと思います。

　それから、１０９ページ、交通安全推

進協議会補助事業、決算額１１５万５，

０００円についてでございます。事務報

告書にも掲載されておりましたが、事業

内容について、詳細な部分をお聞かせい

ただきたいと思います。

　それから、１１３ページ、正雀南千里

丘線外２路線（阪急正雀駅前）道路改良

事業、決算額１２８万１，０００円につ

いてでございます。この事業に関しまし

て、取り組まれた内容についてお聞かせ

いただきたいと思います。

　それから、１１７ページ、震災対策推

進事業、決算額６５６万円についてでご

ざいます。この事業の中で地震に対する

安全性の向上を図るために本市における

木造一戸建て住宅の所有者が耐震診断を

実施する場合に、その経費の一部を補助

する耐震診断補助制度を実施していただ

いておりますけれども、利用実績につい

てお聞かせください。また、耐震診断及

び改修実施の促進をどのように行われて

きたのか、その点もあわせてお聞かせい

ただきたいと思います。

　それから、１２０ページ、公園遊具補

修事業、決算額２２４万８，５７５円に

ついてでございます。事務報告書にもあ

りましたれども、滑り台やブランコなど、

どのような補修をされたのか、具体的な

部分になりますけれども、お聞かせいた

だきたいと思います。

　それから、また今後の取り組みなど、

決まっておりましたらお聞かせいただき

たいと思います。

　それから、公園遊具取替事業、決算額

３８２万２，０００円についてでござい

ます。これも同じく事務報告書に工事概

要がありましたけれども、中身について
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お聞きしたいんですが、危険性が高いと

いうことで実施されたと認識いたします

が、取り替えの場合ですね、同じ遊具と

取り替えられるのか。また、撤去してそ

のままの状態、例えば、何も設置されな

いといった事例などがあればお聞きした

いなと思います。

　それと新たに設置されるときに、地域

の方の声を聞いて、それを反映されたり

しているのか、その部分も聞きたいと思

います。

　それと市内の公園遊具に関しまして、

すべて点検を実施されたのか、進捗状況

と、今後の取り組みについてお聞かせい

ただきたいと思います。

　次に、１２３ページ、市営住宅管理事

業、決算額２，１７６万６，２６１円に

ついてでございます。鳥飼野々団地や鯵

生野団地は、老朽化が進んでおりますし、

他の市営団地にも関係することなんです

けれども、今後、２０１１年７月までに

アナログテレビ放送が終了して、デジタ

ルテレビ放送に移行されますが、既存の

アンテナやケーブルはデジタル放送に対

応する環境にあるのかどうか、ここでちょっ

とお聞かせいただきたいと思います。

　それと同じく１２３ページ、市営住宅

建替え事業、決算額４，５７２万４，３

５０円についてでございます。建替えの

ための基本設計を実施されて旧市民プー

ル施設の一部解体撤去工事を実施されて

おりますが、進捗状況についてお聞きし

たいと思います。それとあわせて、平成

２３年度の入居予定であると認識いたし

ますが、具体的に何月ごろになるのか、

この部分もあわせてお聞きしたいと思い

ます。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　それでは、南

野委員の公園みどり課に対する質疑に答

弁させていただきます。

　まず、６番目の公園遊具の補修事業に

ついて、詳細に説明させていただきます。

　まず、修繕につきましては、遊具の中

で基本的に一部を交換することによって、

その機能が、再度発揮されるということ

で、すべて一部をかえているのが修繕の

内容でございます。まず、修繕箇所で、

砂場の修繕でございます。これ三島３丁

目ちびっこ広場で、砂場の木枠を取り替

えております。

　それと、次にブランコの修繕でござい

ます。これは鳥飼野々公園と山田川公園、

それから、東正雀ちびっこ広場、この３

点につきましては、安全柵の支柱の補強

を主に行っております。要するにブラン

コの安全領域がありまして、それのため

に柵を設けてます。その柵が根本が腐っ

ておりますので、それを補修するために

行っております。

　それと万葉のちびっこ広場と鳥飼中ち

びっこ広場につきましては、主に塗装と、

支柱の補強を行っております。それから

鉄棒の修繕でございますけれども、東正

雀のちびっこ広場、これにつきましては

塗装をやりかえております。

　続きまして、滑り台の修繕でございま

す。これは東正雀のちびっこ広場と三島

３丁目のちびっこ広場、これにつきまし

ては、それぞれ塗装、傷んでおりました

ので塗装をやり直しております。別府２

丁目のちびっこ広場につきましては、支

柱の補強を行っております。

　続きまして、ラダーの修繕でございま

すけれども、これは市営別府住宅ちびっ

こ広場、これラダーの支柱がかなり腐っ

ておりますので、その補強と塗装を行っ

ております。

　次、木製遊具でございますけれども、

せんだん公園の支柱、せんだん公園につ
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きましては、支柱の補強と取り替えを行っ

ております。さくら公園におきましては、

平均台の丸太の取り替えを行っておりま

す。それと平和公園におきましては、丸

太の取り替え並びに木製遊具の金具の取

り替え、これ主につってあるチェーンで

すね、それがかなり腐っておりましたの

で、そのチェーンとボルトの取り替えを

行っております。

　それと市場池オアシス広場ほかの２か

所でございますが、それは平均台の支柱

の取り替え補強を行っております。

　最後になりますけれども、健康遊具、

これはさくら公園でベンチの板の取り替

え、それから、鳥飼八町公園、これがバ

スケットの支柱の補強、それとりんどう

公園ほか２か所、これは丸太の取り替え

を行っております。以上が修繕の内容で

ございまして、今後につきましては、補

修をすることによって正常な状態になり、

少しでも長く使用できるような形でやっ

ていきたいなと思っております。

　それと、後でまた、説明させていただ

きますけれども、定期点検の中で、かな

りやっぱり修繕しなければならない箇所

が出てきておりますので、２１年度以降

につきましては、額的にいきますと、こ

の約３倍ぐらいの額を、この修繕に充て

ていきたいなと考えておりますので、よ

ろしくお願いします。

　続きまして、公園遊具の取替事業でご

ざいます。これにつきましては、まず、

地元の意見を聞いてやっている方につき

まして、これはすべて地元の自治会長さ

んと遊具を取り替える場合は、すべてお

話し合いをさせていただいて、どのよう

な遊具をつけさせていただきましょうか

ということで、協議をさせてもらってお

ります。その中で、ほとんどの遊具は前

と同じ、例えば、くぬぎ公園であれば滑

り台、竹の鼻第２ちびっこ広場であれば

滑り台、第１新緑も滑り台、昭和園も滑

り台、昭和園第１公園も滑り台、これに

つきましては、同じ形の滑り台を設置さ

せてもらっています。

　ただし、北別府ちびっこにおきまして

は、滑り台と鉄棒がございました。ただ、

北別府ちびっこ、かなりちびっこ広場と

して面積が小さいものでございますので、

地元の自治会長さんは、できたらスプリ

ング遊具をつけてほしいという形があり

ましたので、パンダとポニーの遊具を２

基設置させていただきました。

　それと市場池公園につきましては、こ

れは増設でございまして、以前、噴水が

ありました箇所を大阪府北部流域下水道

の汚水幹線として使用しておりました。

その後、私どもの地元の要望でもってゲー

トボール場ができるような形のグラウン

ドを整備していただきました。その中で、

やっぱり地元から出てきたのが、ゲート

ボールじゃなくて、小中学生が遊べるよ

うなバスケット台が欲しいということが

ありましたので、それを設置させてもらっ

たのが現状でございます。

　それと同じく３点目の公園遊具の点検

を、どのような形で行っていったかとい

うことについてご説明を申し上げます。

公園遊具の内容について、昨年度中に新

聞報道をされた公園遊具の事故の件数は

２０件を超えており、その都度、遊具の

安全点検をするように、国及び府より通

知が参っております。そのために遊具点

検に専門的な知識を持った方に定期点検

を委託して、遊具の老朽化の度合いを判

定していただき、遊具の取り替え補修の

指針として事故防止に努めてまいりたい

と考えておりました。遊具につきまして

は、かなりの公園で老朽化が進んでおり

ます。その中で遊具の事故防止について、
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日常点検としては公園の遊具を専門に、

職員１名で毎日、巡回しております。そ

の頻度といたしましては、都市公園は月

１回程度、ちびっこ広場は２か月に１回

程度実施しております。この中で、この

遊具については、これはもう取り替える

状態ですよという形で、塗装が必要です

とか、この遊具は、このまま使っても、

まだ、良好ですよという形で、常に判定

をしておりましたが、今回、公園遊具定

期点検業務は日本公園施設業協会という

団体に加盟している遊具業者で、専門的

な知識を持つ、同協会が認定した公園施

設製品安全管理士整備技師の資格を持っ

た方で、公園遊具の定期点検を実施いた

しました。その点検は目視、触診、聴診、

打診及び測定器を使用して劣化基準診断

を行います。その点検結果は公園施設製

品安全管理士が判断基準用にＡ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ、４段階の総合判定をくだされます。

その判定のうちＡ、Ｂにつきましては、

問題がありませんが、Ｃ判定では修繕が

必要であり、Ｄ判定では重要な部分に異

常、または全体に劣化しており、至急対

処が必要となっております。そこで今回、

定期点検の結果について報告させていた

だきます。

　実施いたしました箇所は都市公園等が

３７か所、ちびっこ広場が６５か所で、

計１０２か所が対象でございます。残り

のちびっこ広場２６か所ございますけれ

ども、これ大半は新規に遊具が設置され

たところか、それともある程度、傷んで

いるこというのがわかっている箇所が主

なものでございまして、その中で調査し

た遊具の５０３基の判定結果といたしま

して、Ｄ判定が５６基、Ｃ判定が２２２

基、Ｂ判定が１６２基、Ａ判定が６３基

でございました。

　修繕等を要するＣ、Ｄ判定の遊具の数

は２７８基あり、全体遊具に占める割合

としましては５５％で、約半数を超えて

おります。今後の対応といたしましては、

Ｄ判定の遊具につきましては、順次撤去

してまいっております。撤去した遊具の

かわりに、遊具設置は今年度と来年度の

事業で実施する計画でおります。その意

味で来年度の予算計上をいたしてまいり

ます。Ｃ判定の修繕が必要な遊具につき

ましては、約３か年ぐらいですべての遊

具が修繕できるよう、年度計画を立てて

まいると思います。今後は遊具による事

故が未然に防げるよう日常点検と年１回

の定期点検を実施してまいります。

○山本靖一委員長　堀参事。

○堀道路課参事　交通安全対策推進事業

のカーブミラーの修繕料と道路反射鏡清

掃委託料の作業内容について、答弁させ

ていただきます。

　道路反射鏡の交通安全対策推進事業の

修繕料につきましては、道路反射鏡の老

朽化や破損した鏡、支柱などの修繕と剥

離しました整理番号、シール、注意標の

シールなどの４７基を去年、修繕を行っ

ております。この内訳としましては、道

路反射鏡全体を取り替えたものが５件、

鏡、支柱、これを同時に取り替えたもの

が４件、既設の道路反射鏡を電柱へ共架

したものが１３件、鏡単体の補修、割れ

たものを補修しましたものが、取り替え

ということで１２件でございます。あと

支柱の取り替え、支柱のみの取り替えが

５件でございます。

　そのほかに鏡を追加したもの、それは

整理番号シールの張りつけ、機能を充実

させ方向修正したものが８件でございま

す。

　次に、道路反射鏡の清掃業務です。清

掃業務につきましては、安威川を以北、

以南の二つの区域に分け、隔年ごとに清
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掃を行っているところでございます。１

９年度は安威川以南の地区の道路反射鏡

５０７基の清掃を行っております。清掃

は、まず鏡面の泥、ごみなどを水で洗浄

しており、洗浄をした後、あとは洗剤を

流しまして、あとはふき仕上げという形

で行っております。

　次に、平成１９年度の予算額の決定と

いうことでございますが、道路反射鏡の

設置につきましては交通事故防止の観点

や安全対策として、たくさん市民の人か

らご要望をいただいておるところでござ

います。設置に当たりましては交通量や

道路の形態、設置条件など、諸条件を検

討しながら必要箇所の現地調査を行って

事故発生箇所や危険度の高い箇所から順

次、設置しているところでございます。

予算につきましては、年間９基から１０

基程度の設置を目標にしまして、約１５

０万円の予算を毎年計上しております。

　先ほどご質問の中にありました、２０

年度におきまして３５０万円の予算額で

はないかということでございますが、今

回の場合は柳田小学校、三宅小学校、ま

た、味舌小学校、味舌東小学校の統廃合

がございまして、この通学路の確保のた

めに道路反射鏡の予算額を増額して行っ

ております。あとご質問をされておりま

した道路反射鏡の数でございますが、平

成２０年７月に市内道路反射鏡の総点検

を行っております。このとき確認した数

が本市の道路反射鏡の管理する数としま

しては１，１００基となっております。

○山本靖一委員長　大田課長。

○大田建築指導課長　それでは、５番目

の耐震診断補助事業について、お答えい

たします。

　耐震診断補助制度の利用実績につきま

しては、平成１９年度は１９件でござい

ます。耐震診断及び耐震改修の促進につ

いては、耐震診断は平成１９年度、市の

広報紙に４月、８月の２回の掲載と大阪

府の府政だより７月号にも特集記事が組

まれました。また、建築指導課のホーム

ページにも掲載しております。なお、耐

震改修補助につきましては、平成２０年

度に要綱を作成し、実施させていただい

ており、市の６月号のおしらせ版に掲載

しております。また、２０年度４月に促

進計画のパンフレットを公共施設に配布

と、９月の摂津市総合防災演習の参加者

にも配布させていただいております。

○山本靖一委員長　山本参事。

○山本道路課参事　４番目の正雀南千里

丘線外２路線（阪急正雀駅前）道路改良

事業の１２８万１，０００円の事業内容

についてお答えいたします。

　阪急正雀駅前につきましては、道が狭

小であり、人と車の流れがスムーズであ

るとは言えないため、十三高槻線の延伸

も見据えた上で、駅前周辺での動線確保

の検討を行うとともに、具体的な事業展

開に向け平成１９年度におきまして、正

雀南千里丘線外２路線（阪急正雀駅前）

測量設計業務委託として実施したもので

ございます。道路線形を決めるべく阪急

正雀駅前南口エレベーターより府営摂津

正雀住宅のデイハウス味舌までの約１７

０メートルの区間において、現地測量予

備設計委託を実施し、検討を行ったもの

でございます。事業計画につきましては、

阪急正雀駅前交差点より南行きの正雀本

町７号線、１４号線を両側歩道２．５メー

トル、車道７．０メートルの総幅員１２．

０メートル、交差点より西行きの正雀南

千里丘線を片側歩道３．５メートル、車

道７．０メートルの総幅員１０．５メー

トルで計画したものでございます。

○山本靖一委員長　長野次長。

○長野都市整備部次長　それでは、市営
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住宅管理事業と市営住宅建替え事業に関

連しますご質問にご答弁申し上げます。

　まず、１点目の既存市営住宅の地上デ

ジタル放送対応についてでありますが、

既存市営住宅のうち一津屋第１団地、第

２団地につきましては、ケーブル会社の

負担で既に対応済みでございます。その

他の鳥飼野々、鯵生野、八町団地等の市

営住宅につきましては、それぞれ入居者

が個別でアンテナを設置され、視聴され

ているのが現状であります。

　地上デジタル放送に移行されましても

同様と考えており、既にデジタル放送を

視聴されておられる方もおられますので、

問題はないのではないかと思慮いたしま

す。ただ、委員ご指摘のケーブルが、そ

のまま使えるのであるかということにつ

きましては、入居者に確認をとりたいと

考えております。よろしくお願いいたし

ます。

　２点目の建替え事業の進捗状況と平成

２３年度入居予定が具体的に何月ごろに

なるのかとのことでございますけれども、

建替え事業の進捗状況でありますが、昨

年度基本設計等の業務を終えまして、本

年度に入り地域住宅交付金を申請し、８

月に建物の実施設計業務を発注しており

ます。３月末までの工期で現在、業務を

進めているところでございます。

　その中で９月６日と９月２７日の２回、

設計事務所をまじえまして鯵生野団地、

鳥飼野々団地、両団地の代表者の方と昨

年度行いました基本設計の概要の説明と

今後、進める実施設計に反映するため設

計協議を行っております。

　入居者の方からは供用部分につきまし

てはエレベーターホールに掲示板が欲し

いであるとか、各階に掲示板が欲しいと

か、また、各部屋につきましては間取り

とか部屋の建具の開き勝手はどうである

とか、押し入れの開きはどうであるとか、

押し入れの中の段はどうなっているか、

パイプにできないかとか、いろいろ、天

袋があるのかとか、また、水回りはどう

なっているのかとか、さまざまな意見が

ございました。これらの意見につきまし

ては、できるだけ反映し、事業を進めて

いきたいと考えております。

　それと既存入居者を対象にしました全

体説明会につきましても、１１月３日に

鳥飼野々団地で開催しております。また、

１１月３０日には鯵生野団地で開催を予

定しております。鳥飼野々団地では建替

え事業に前向きな意見を多くいただきま

して、昨年の説明会とはちょっと違った

印象でありました。また、説明会後、市

役所、我々が帰ってから地元で協議され、

建替えについての代表者２名も選任され

て報告を受けております。

　それと最後に、建替え事業による入居

時期の予定でございますけれども、これ

につきましては平成２３年度末、平成２

４年３月末の完成予定でありまして、子

どもさんの学校の関係とかもあると思い

ますので、この時期を目途に考えており

ます。どうぞよろしくお願いします。

○山本靖一委員長　早川参事。

○早川交通対策課参事　３番目の交通安

全推進協議会補助事業の内容についてお

答えさせていただきます。

　交通安全推進協議会の主だった活動内

容につきましては、交通安全運動としま

して春、秋全国交通安全運動の実施を行

い、市民の啓発及び周知を行っておりま

す。また、迷惑駐車追放運動ということ

で、迷惑駐車防止の啓発活動等も行って

おります。交通安全教育としまして、幼

稚園、保育所の就学前の児童を対象とし

まして、信号の見方や横断歩道の渡り方、

また、小学校３年と高齢者を対象としま
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した自転車教室等を行っております。

　また、交通安全運動の講習会、春・秋

の運動にあわせて行っておりますが、こ

の中で交通安全意識の向上と、マナーの

向上を運転者に対して行っており、また、

道路交通法の改正等があれば、それに対

して警察等で紹介してもらう等、行って

おります。

○山本靖一委員長　南野委員。

○南野直司委員　答弁ありがとうござい

ます。それでは、２回目の質問をさせて

いただきたいと思います。

　交通安全対策推進事業についてでござ

いますけれども、強度などの安全点検も

あわせて実施していただいておりますが、

設置されて、まだ新しいカーブミラーに

ついてですね、例えば、今、新たに設置

していただいていますカーブミラーには

随所に、例えば、つけ根のところですけ

れども、犬のおしっこよけのプロテクター

と言ったらいいんでしょうか、合ってい

るかどうかあれですれども、黄色のやつ

をつけていただいておると思います。あ

あいった部分を、まだ、新しいカーブミ

ラーに関しては、後からつけれるんであ

れば、つけていった方が、そういった犬

のおしっこ等で腐ってカーブミラーが倒

れてしまうということを未然に防げるん

ではないかなというふうな観点で思うん

ですけれども、そういった部分ですね、

どのように考えておられるのか、ちょっ

とお聞かせいただきたいと思います。

　それと次の道路反射鏡設置事業につい

てでございます。予算を大幅に拡大して

ほしいという要望もあります。私自身も

市民の方からいろいろカーブミラーの設

置要望ということで聞いておりますし、

今現在、市の方で地域の方からカーブミ

ラーの設置要望というのは、一体どれぐ

らい要望として上がっているのか、その

点をお聞かせいただきたいと思います。

　それから交通安全推進協議会補助事業

についてでございます。交通安全協会か

ら、例えば、道路交通法の改正のポイン

トということで出ております。例えば、

平成１９年度でしたら９月に悪質危険運

転者対策ということで出ております。そ

れから、平成２０年６月には後部座席の

シートベルトの着用の義務づけ等々、道

路交通法が、時々、改正されます。そう

いったときに、市民の人から詳しいこと

を知りたいということで、聞くことが多々

あります。ホームページ等でダウンロー

ドをして絵に書いてわかりやすいやつを

お渡しして、見ていただくんですけれど

も、今、本市としまして、交通対策課と

しまして、どのような方法で市民の方に

周知の徹底を、こういった道路交通法の

改正に伴ってされているのか、その部分

をお聞かせいただきたいと思います。

　次の正雀南千里丘線外２路線（阪急正

雀駅前）道路改良事業についてでござい

ますけれども、阪急正雀駅前に関しまし

て道路幅員の確保と歩道整備のための用

地の取得等々あるとは思うんですけれど

も、それと進捗状況をちょっと聞かせて

いただきたいと思います。

　それと、あわせて具体的にいつごろに

本格的な事業展開がなされるのか、これ

はわかる範囲でいいと思うんですけれど

も、その辺わかれば教えていただきたい

と思います。

　それから、震災対策推進事業について

でございます。本市において昭和５６年

５月３０日以前に建築基準法第６条第１

項の規定による建築確認を受けて建築さ

れたもので、木造一戸建て住宅の条件を

満たした建築物は、一体どれぐらいある

のか、その部分をお聞かせいただきたい

と思います。
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　次に、公園遊具補修事業についてでご

ざいます。ご答弁をいただきまして、よ

くわかりました。今後におきましても十

分な安全対策を実施していただきますよ

うに、よろしくお願いしたいと思います。

　次の公園遊具取替事業についてでござ

います。公園において子どもたちに安全

な遊び場を確保するために実施していた

だいておりますが、今後におきましても

公園広場の整備や遊具設置に関しまして

は、設計段階で自治会長さん等々にも取

り替えの部分で意見を聞かれてやってい

ただいていると思うんですけれども、で

きたら、その子育て世代の方の意見を十

分に取り入れていただきますよう、よろ

しくお願いしたいと思います。いずれに

しましても、子どもたちが伸び伸びと遊

べる環境づくりをお願いしたいと思いま

す。要望としておきます。

　それから、市営住宅管理事業について

でございます。デジタル放送の分で聞か

せていただいたんですけども、今のアン

テナとケーブルの方はちょっと確認して

いただけるということで、２０１１年の

７月から、デジタル放送になります。新

たな市営住宅はこれ以降に建設されてちょっ

と間があいてしまうということで、新た

な住宅はデジタル放送対応でいけると思

うんですけれども、それまでの間ですね、

ちょっとそういった今の状態ですね、対

応していなかったら市民の方から、そう

いったご意見も聞かれるかなと思って、

その質問をさせていただいたんですけれ

ども、また、ケーブルの方を確認してい

ただいて、デジタル放送を見れるように

対応をよろしくお願いしたいと思います。

　それから、市営住宅建替え事業につい

てでございます。新たな市営住宅に関し

て、地震や災害に対する安全性の確保や

入居される方の高齢化に伴うバリアフリー

化、それから、居住水準の向上などをど

のように考えておられるのか、設計され

るのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。あわせて環境に配慮したまちづくり

の観点から、どのように設計されるのか、

例えば、オール電化を導入されるのかと

か、そういった部分、お聞かせいただき

たいと思います。

　以上で２回目、終わります。

○山本靖一委員長　堀参事。

○堀道路課参事　まだ新しいカーブミラー

について、犬のおしっこをガードするプ

ロテクターの取りつけはできないものか

という質問でございます。私どもの方で

は犬のおしっこ対策として、支柱の根本

に腐食ガードと、私らは呼んでいるんで

すが、それを取りつけているのは、これ

まずテストケースとして平成１５年度か

ら道路反射鏡の修繕を行う際、支柱を取

り替える際に腐食防止を図るのを目的と、

あと、啓発ということも兼ねて設置して

きたものでございます。現在、本市では

２０か所の区域に分けて道路反射鏡を管

理しておりますので、啓発の目的という

意味では、まず区域に１か所ずつ修繕を

行うときに腐食ガードを取りつけるとい

う形を考えてまいってきたところでござ

います。現在の取りつけの状況なんです

が、１９年度につきましては、修繕で２

か所、新設のカーブミラー、支柱を設置

する場合につきましては５か所、７基設

置しております。これで合計１５基がつ

けられたということになっております。

　また、開発行為におきましても、道路

反射鏡の支柱に、そのように腐食ガード

を設置するように指導はしているところ

です。今後、２０年度、できる限り腐食

ガードの設置という形で検討していきた

いと考えております。

　既に設置されましたカーブミラーの支
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柱に取りつけたらどうかというなんです

が、やはり新しいカーブミラーにつきま

しても、根本に傷とか腐食したところが

ありますと、上からかぶせてしまいます

と、もうその腐食状況の進行とか、そう

いうのが目視できなくなりますので、ど

ういう時点で転倒するかという予測が不

可能になってくると思いますので、私ど

もの方でつけるのは、やっぱり新しい支

柱、傷もない時点でつけていきたいなと

いう考えを持っております。

　次に、カーブミラーの予算を大幅に拡

大できないかというご要望でございます

が、平成２０年につきましては、毎年１

５０万円の予算額をもってカーブミラー

の設置をしておりますが、小学校の統廃

合による新たにできる通学路の安全対策

ということで３５０万円の予算を計上し

ております。このカーブミラーの、先ほ

ど、ちょっと順序が逆になるんですが、

設置の要望というのは、重複することも

含めてなんですが、この平成１６年度か

ら１９年までの４年間で１２７件、要望

が参っております。この間に私どもが設

置できた件数が４３件ということになっ

ております。こういうこともございまし

て、道路管理をする上で今の、先ほど説

明させていただきました折、道路反射鏡

の管理する数が１，１００基ということ

もございまして、これも維持管理してい

かなきゃいけないと。しかし、私どもの

方も、こういう要望が実際にふえている。

今も指摘がございましたように、予算の

拡大をお願いするという件も出ておりま

すので、今年度、平成２０年度並の予算

額の確保を目指して頑張っていきたいと

思っております。

○山本靖一委員長　早川参事。

○早川交通対策課参事　３番目、交通安

全推進協議会補助事業について、道路交

通法の改正について、市民周知の方法等

についてご答弁させていただきます。道

路交通法の改正等につきましては、パン

フレット等を窓口に置いたり、ホームペー

ジ、市のホームページに載せておったり、

それと、交通安全運転者講習会の開催時

に運転者に講習会の中で説明等をさせて

いただいております。

○山本靖一委員長　大田課長。

○大田建築指導課長　２回目のご質問に

ついてお答えいたします。一戸建て住宅

の耐震性の条件を満たす建築物はどれぐ

らいあるのかということでございますが、

本市における木造戸建て住宅の戸数は１

万３，８８０戸でございます。そのうち

７，６４０戸が耐震性を満たす住宅とい

うことでございます。

○山本靖一委員長　山本参事。

○山本道路課参事　２回目の質問の中の

正雀南千里丘線外２路線（阪急正雀駅前）

道路改良事業について、阪急正雀駅前に

関して道路幅員の確保と、歩道整備のた

め用地取得の進捗状況と具体的な、いつ

ごろに事業展開されるかとのことであり

ますが、拡幅用地といたしまして、平成

１９年度に正雀本町７号線に正雀本町１

丁目１３６番５を約９２平米取得してお

りまして、現時点、平成２０年度におき

ましては、正雀本町７号線の正雀駅南第

３自転車駐車場から南側区域の用地確定

測量を実施しているところでございます。

　今後の予定といたしましては、現在、

用地確定により用地の交渉を進めており

ますが、平成２１年度におきましても引

き続き正雀駅周辺の交通の円滑化と通行

の安全性を高める道路幅員の確保と、歩

道整備のため用地取得、拡幅事業実施に

向けた土地所有者等との協議を行う予定

でございます。

○山本靖一委員長　長野次長。
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○長野都市整備部次長　それでは、市営

住宅の建替え事業にかかわりますご質問

にご答弁申し上げます。

　新たな市営住宅に関しましては、公営

住宅法に基づくものでありまして、公営

住宅整備基準というのがございます。居

住水準の向上とか環境に配慮したという

ことのご質問でございますけれども、こ

の中で一定の基準が定められております。

その中で耐震性とかにつきましては、い

わゆる新耐震基準で設計されておりまし

て、来年度予定しております建築確認申

請時におきましては、構造計算が二重に

チェックされるなどがございます。そし

てまた、防火水槽を８０トン設けるとか、

個々の居住水準につきましては、居室の

中につきましては全戸高齢化に伴うバリ

アフリーということで、全戸バリアフリー

にいたします。

　それと浴室、トイレ、玄関などにはす

べて手すりの設置を考えております。水

回りにつきましては、２ＤＫ、３ＤＫに

２タイプ、計３タイプございますけれど

も、すべておふろとかトイレというのは

同じ大きさで考えております。

　それとあと環境に配慮したまちづくり

ということで、オール電化ということで

ございますけれども、オール電化につき

ましては、先ほどご答弁申し上げました

９月に地元と協議をした中でも要望がご

ざいまして、私どもの方でアンケートを

とりたいということで、話をしますと、

ＩＨの調理器を体験したいというご意見

がございまして、電力会社と両団地の地

元の方等が協議されまして、それぞれの

集会所で鯵生野が２回、そして、鳥飼野々

が１回、電力会社が調理器を持ってきま

して入居者に体験していただきました。

その後、アンケートを１０月の末にとっ

ております。そのアンケートの結果は６

６戸のうち賛成が５８戸、反対が２戸、

どちらでもよいが２戸、未回収は４戸と、

圧倒的にオール電化を望まれるというこ

とで、私どもも基本設計とは若干変わる

んですけれども、オール電化で対応を考

えております。現在、それで進めており

ます。

　オール電化につきましては、環境とい

うことに考えますと、火を使わないので

ＣＯ２の排出はないと、ただ、エネルギー

会社の中では、発電時に実際は環境面か

らは逆のことがあるんではないかという

ご意見もございますけれども、末端のユー

ザーにつきましては、火は使わないので

ＣＯ２を排出しないので環境に寄与する

んではないかと考えておりますので、こ

れで進めたいと思っております。

○山本靖一委員長　南野委員。

○南野直司委員　ご答弁ありがとうござ

います。交通安全対策推進事業について

でございます。ご答弁をいただきまして、

よくわかりました。

　それと、もう一つ気になるのが、ミラー

の上のフードが割れた状態で、日が当たっ

てかたくなって割れていると思うんです

けれども、それが下にぱっとちらばった

ままになっている箇所も何個か見受けま

した。そういった部分も点検のときに、

もしかえれるのであれば、かえていただ

いたらいいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。これは要望とし

ておきます。

　それから、道路反射鏡設置事業につい

てでございますけれども、本当に先ほど

も申しましたけれども、市民の方からの

要望がすごい多い事業でございます。本

当に費用対効果というのがすごくあると

思いますので、危険箇所から随時設置し

ていただいておると思うんですけれども、

本当に今以上に設置できますように、よ
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ろしくお願いしたいと思います。要望と

しておきます。

　それから、交通安全推進協議会補助事

業についてでございます。ホームページ

等、それから広報にも掲載していただい

ているということでございます。広報、

これ６月１５日の分ですけれども、載せ

ていただいておりました、ここに。でき

たら、枠とか決まっておると思うんです

けれども、こういった交通安全協会のパ

ンフレットというんですか、これはカラー

で絵つきになっているんですけれども、

こんな絵を横に載せていただけるのであ

れば、もう少しわかりやすいかなと思い

ますので、その辺の工夫もしていただい

て、よろしくお願いしたいと思います。

要望としておきます。

　それから、震災対策推進事業について

でございますけれども、将来、予想され

る大地震による被害を最小限に抑えるた

めにも引き続き耐震診断及び改修実施の

促進を推進していただき、また、地震に

本当に強いまちづくりを推進していただ

きますように、要望としておきます。

　それから、市営住宅建替え事業につい

てでございます。ご答弁いただきまして、

よくわかりました。それと今、南千里丘

は環境に配慮したまちづくりをコンセプ

トとして、進めておられます。やっぱり

それとあわせてですね、新たな市営住宅

の、そういった観点で、できる範囲は本

当に環境に配慮した市営住宅づくりとい

いますか、そういった観点でどうか取り

組んでいただきますよう、よろしくお願

いしたいと思います。以上で終わります。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　原田委員。

○原田平委員　まず、歳入についてお尋

ねをいたしたいと思います。

　３９ページ、し尿処理手数料及び浄化

槽汚泥処分手数料として掲載をされてお

りますが、収入未済額は４１万４，２０

０円となっておりますが、この内訳につ

いてお尋ねをいたします。

　それから、同じく３６ページ、市営住

宅の使用料についてお尋ねします。調定

額から見てみますと約１割の収入未済額

となっております。昨年度の決算からも

かなりふえていますが、その内容はどの

ようになっているのか、また、この使用

料には駐車場の使用料も含まれているの

か、お尋ねをいたします。

　続いて、歳出に移ります。決算概要１

０８ページ、土木維持作業事業の４，８

５２万４，７４７円の内容について、そ

して、この所管が下水道管理課になって

おり、備考の、この明細のところには道

路等、その他の付属物の維持補修となっ

ております。ちょうど２年前の１７年度

決算の質問の答弁で、本来どこに所管を

置くか検討してまいりたいというご答弁

をいただいておりますが、この決算を見

る限り、以前同様、下水道管理課におい

て事業執行になっておりますが、１７年

度から２年を経た今日、どのような検討

をされてきたのか、お尋ねをいたします。

　続きまして、決算概要１１６ページ、

阪急正雀駅エレベーター設置補助事業１

億４，１６６万円の内容について、お尋

ねいたします。あわせて同じページで、

ＪＲ千里丘駅エレベーター設置補助事業

として１億７，３７５万円の内容につい

てと、あわせてその５，００４万７，０

００円の決算内容について、お尋ねをい

たします。

　続きまして、決算概要１１０ページ、

千里丘第２自転車駐車場管理事業の土地

借上料として３５０万５，０００円の内

容について、お尋ねいたします。

　同じくフォルテ摂津自動車駐車場管理
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事業の土地借上料２２７万４，７００円、

及びモノレール駅自転車・自動車駐車場

管理事業の土地借上料１，１７０万９，

９６８円の内容について、お尋ねいたし

ます。

　先ほど南野委員が正雀駅前の正雀南千

里丘線外２路線の問題と、正雀駅前の問

題を質問されましたので、少しだけお尋

ねをいたしたいと思います。そういう測

量設計をされて事業が進んでいくわけで

ございますが、この駅前にたしか６，０

００万円の予算がついておりますが、ど

のように今後、進んでいっているのか、

お尋ねをいたします。

　続きまして、決算概要１１２ページ、

道路維持事業の修繕料の４，４９９万３，

８３７円の内容について、お尋ねをいた

します。

　続きまして、１１３ページ、千里丘三

島線道路改良事業の測量設計委託料の４

３０万５，０００円の内容について、お

尋ねをいたします。

　続きまして、千里丘駅の駅周辺に関連

をいたしまして一般質問でも取り上げて

おるわけでございますが、都市計画道路

千里丘駅三島線の千里丘ガードの供用開

始の予定は、たしか来年の３月、春ごろ

と聞いておりますが、供用開始後の、い

わゆる千里丘駅前南交差点の駅ロータリー

へ向かう右折レーンの設置計画はどのよ

うに進んできているのか、お尋ねいたし

ます。

　番田水門内水対策の負担金として４９

４万２，０００円がありまして、不用額

として４０万７，１８７円の不用額が出

ておりますが、これについてお尋ねをい

たします。

　続いて、緑化推進員の賃金が２０４万

円の執行となっておりますが、内訳につ

いてお尋ねいたします。安威川ダムの建

設にかかわります、先ほどご説明ござい

ましたが水特法１２条にかかわる負担金

として９９９万円の執行でありますが、

橋下知事が就任をされて、その事業は先

送りというふうになっておるように聞い

ておりますが、その経過についてお尋ね

をいたしたいと思います。

　続きまして、フォルテ地下駐車場の料

金システムの問題で、以前に質問をいた

しまして、各市、他市も機械化、料金徴

収を機械化に進めてきております。そう

いう意味で、経費節減の関係から機械化

を検討してはどうかという提言をいたし

たんですが、その後、どのように検討を

されたのか、お尋ねをいたします。

　最後に都市公園の管理作業委託料とし

て第１期が２，４６７万５，０００円の

執行、第２期が９７６万５，０００円の

執行となっております。それぞれ資料を

いただいて検討をいたしたんでございま

すが、詳細についてご答弁をお願いした

いと思います。以上でございます。

○山本靖一委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　阪急正雀駅エレベー

ター設置補助事業とＪＲ千里丘駅エレベー

ター設置補助事業の内容についてという

ことで、ご説明いたします。平成１９年

度につきましては、まず、阪急正雀駅で

ございますが、１億４，３３３万３，０

００円をエレベーター設置補助金として

計上しておりましたが、１９年度末に完

了実績としまして１億４，１６６万円を

阪急正雀駅エレベーター設置に対する補

助金として交付しております。この補助

設備の内容につきましては、駅構内のエ

レベーターが２基、駅構内エスカレーター

が２基、多機能トイレ、バリアフリー対

応のトイレが１か所となっております。

　それから、千里丘駅でございますが、

平成１９年度につきましては、当初１億
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７，３７５万円をエレベーター設置補助

金として計上しております。この内訳に

つきましては、１８年度の繰越分が１，

８０６万円、それから１９年度当初分が

１億５，５６９万円であります。決算額

につきましては５，００４万７，０００

円の、この内訳でございますが、１８年

度の繰越分１，８０６万円と１９年度の

年度内の事業執行額３，１９８万７，０

００円の合計でございます。残りにつき

ましては１億２，３７０万３，０００円

を翌年度に繰り越しさせていただいてお

ります。事業内容につきましてでござい

ますが、駅構内のエレベーター２基、駅

構内のエスカレーターが４基という内容

になっております。

○山本靖一委員長　長野次長。

○長野都市整備部次長　公営住宅使用料

についてご答弁申し上げます。公営住宅

使用料につきましては、委員ご指摘のと

おり、駐車場の使用料も含まれておりま

す。収入未済額の内訳につきましては家

賃が１２件、７６２万７，２３０円、駐

車場使用料が２件、１０万４，０００円

の合計７７３万１，２３０円となってお

り、昨年度決算と比較しますと１７３万

１，２３０円と大きくふえております。

また、団地ごとの内訳でございますが、

家賃が八町団地１件、一津屋第１団地２

件、一津屋第２団地６件、鯵生野第１団

地１件、鯵生野第２団地２件で、合計１

２件。駐車場使用料は一津屋第１団地が

１件、一津屋第２団地が１件の、合計２

件となっております。

　滞納につきましては、厳しい財政状況

の中、また、公営住宅という目的や公平

性からも放置できないものであることは

十分に認識しておりまして、滞納整理に

関しましては日々、徴収に努めておりま

す。個々の滞納者には、それぞれ深刻な

生活実態がありますが、滞納につきまし

ては許されるべきものではなく、今後と

も誓約書を提出していただき、分割納付

など、滞納額がふえないよう収納率の向

上に努めてまいりますので、ご理解賜り

ますようお願いし申し上げます。

○山本靖一委員長　宮川次長。

○宮川土木下水道部次長　土木維持作業

にかかわります所管の内容につきまして、

平成１７年当時、たしか私の方から適材

適所というような言葉も使った形で答弁

させていただいたかと、このように考え

ております。そのような中で、昨年実績

ですけれども、この執行に当たりまして、

額面だけで申し上げますと、割合でです

けれども、道路課の分が約４割、公園み

どりが２割、下水道関係で２割５分と、

他部のご要望等をお伺いしているのが１

割強と、こういう状況になってございま

す。昨年度来、土木下水道部、特に下水

道３課におきましてどういうふうな執行

体制をとるかとかいうようなことも検討

をしたところでございます。今のところ、

この執行に当たりまして、私は今のとこ

ろ何の不都合も発生していないからと、

このように感じておる次第でして、先ほ

どの体制の内容につきましても、いまし

ばらく検討が必要かなというのも、やは

り高齢化が進んでいる状況の中での内容

もございますので、もう少し時間をかけ

る必要があるのかなと、ただ、維持の関

係につきましても、今申し上げましたよ

うに、大きな支障になっているとは思っ

ておらず、今の現状でというふうに思っ

ておりますので、今の現状のまま下水道

管理課の方に置いているという状況でご

ざいます。

○山本靖一委員長　石川課長。

○石川下水道業務課長　し尿手数料の件

でございますけれども、これはすべて平
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成１９年度、現年度分の未済額でござい

ます。

　それから番田水門内水対策負担金で４

０万円の不用額が出ております。これは

安威川左岸ポンプ場建設事業分のかい離

が生じておるものでございまして、当初

１３８万円程度見込んでおりましたけれ

ども、実際には９８万円ということで４

０万円程度の不用額となっておるところ

でございます。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　安威川ダムにか

かわります水源地域対策特別措置法第１

２条第１項の負担について、ご説明させ

ていただきます。この１２条負担金は安

威川周辺の整備事業にかかわる費用の持

ち分を負担するものでございまして、関

連市は大阪府を含み高槻市、茨木市、摂

津市、吹田市、大阪市でございます。負

担率は、それぞれ安威川ダムを整備せず

に氾濫が起きた場合、そうした場合どれ

だけ浸水するとかということで、ダムが

できることで、その浸水部分が解消でき

るかという受益面積の割合をもって算出

されております。

　総額につきましては、１７億８，８０

０万円の費用が算出されておりまして、

本市が受け持つ金額といたしましては協

定書では１億７，８６２万１，２００円

を負担するようになっております。１９

年度に関しましては、１９年度の総費用

が１億でございますので、本市は９．９

９％でございますので９９９万円の負担

をしております。

　橋下知事がおっしゃった分でございま

すが、ダム本体の着手は本年度予定して

おりましたが、来年度より着手すると、

１年のおくれは生じておりますが、ダム

本体の最終年度、完成は２８年と伺って

おります。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　公園みどり課

につきまして、ご答弁申し上げます。ま

ず、緑化推進員の賃金２０４万円でござ

います。これは２名の緑化推進員を採用

いたしておりまして、勤務は週４日、午

前１０時から午後４時３０分までで、一

人当たり月８万５，０００円で年間１０

２万円でございます。採用は、摂津市が

実施しております花と木の実践養成教室

を受講された、特に花づくりに情熱をか

けておられる方の中より選んでまいりま

した。仕事の内容は鶴野苗圃での花苗の

育成、それから、市内に点在しておりま

す花壇での花の植えかえ並びに管理業務、

市内公園での低木の刈り込み等の業務を

行っております。

　続きまして、都市公園管理作業の内容

で、特に仕事の内容でございますけれど

も、まず、公園管理作業、全体枠で３，

４４４万円ございます。その中で、まず、

費用的にいきますと都市公園が一番多く

費用がかかっております。それが１，８

３３万３，０００円、それから、その次

にふれあいづつみで５１８万１，０００

円、それから、ちびっこ広場で４４５万

８，０００円、ジョギングロードで４０

７万８，０００円、緑地緑道で３８万円

という形の事業費の構成をしております。

　この箇所別に、例えば工種ごとにどの

ような形で事業費を使っているかといい

ますと、一番多く使っておりますのが、

低木の剪定でございまして、これが全体

に占める割合が３５．７％ぐらい、約３

分の１が低木の剪定でございます。その

次が高木の剪定と高木の強剪定、これ主

に剪定でございまして、それが約２５％、

これが占める割合です。あとは草刈りで

すね、それが事業費でいきまして約５１

１万円ほど使っておりまして、それが約
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１４．７％という形で、あとはほとんど

横並びで、大体５％ぐらい台の分で中木

の剪定とか、あと幹ぶき、それから藤の

剪定、薬剤散布、ショウブの管理、ショ

ウブの管理なんかは、もう０点何％でほ

とんどの、費用的にはもう１％を切る値

でございます。

　あと梅林もございますけれども、これ

も大体１％を切る値でございます。

　以上、全体の中でいきますと、やっぱ

り一番大きいのが、低木の刈り込みが一

番大きいという形でございます。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　ご質問のうち

駐車場、また駐輪場の土地借上料につい

てご説明申し上げます。千里丘駅第２自

転車駐車場用地の借り上げにつきまして

は、６３０平米を西日本旅客鉄道株式会

社から借りておるものでございます。同

じくフォルテ摂津自動車駐車場の借り上

げにつきましては、これにつきましても

西日本旅客鉄道株式会社より６２６平米

を借地、借り上げておるものでございま

す。それからモノレール駅の借地でござ

いますけれども、南摂津駅前第２自転車

駐車場、中央環状線の西側でございます

けれども、２名の方からお借りをしてお

ります。面積につきましては、１，５５

０平米ほどの面積をお借りしているもの

でございます。

○山本靖一委員長　山本参事。

○山本道路課参事　正雀南千里丘線外２

路線（阪急正雀駅前）道路改良事業の正

雀駅前に約６，０００万円の予算がつけ

られたが、どのように進んでいるのかと

いうことだったんですけれども、平成２

０年度におきましては、土地及び建物の

鑑定手数料として５００万円、用地測量

委託料として５００万円、移転補償費と

して５，０００万円の計６，０００万円

を計上させていただいておりますが、現

時点、平成２０年度におきまして正雀本

町７号線の正雀駅南第３自転車駐車場か

ら南側区域の用地確定測量を実施中であ

ります。この今後の予定といたしまして

は、この現在、用地確定によりまして用

地交渉を進めているところでございます。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　千里丘駅南交

差点の右折レーンということでございま

して、道路課で今、取り組んでおる内容

だけお答え申し上げます。この交差点に

つきましての現況幅員約１１メートル、

そこにおきまして両側歩道４．５メート

ル、車道を１０メートル、総幅員１９メー

トルで右折レーンを設けようということ

で、１９年度におきまして実施設計を発

注しております。先ほど申し上げた内容

が実施設計で、こういうふうな右折レー

ンが必要ですよというようなことが出た

のが、１９年度の内容でございます。

　あわせもって今現在、進めております

のは用地が必要でございますので、その

用地の確定測量を行っておるのが今年度

の内容でございます。

　続きまして、道路維持事業の修繕料４，

４９９万３，８３７円の内容でございま

すが、内訳といたしましては、単価契約

によりまして道路の舗装補修をやってお

りまして、箇所数につきましては６０か

所、面積にいたしましては３，７７９平

米、金額にいたしまして２，１９５万３，

８７８円です。街路灯器具の補修３７か

所、２１２万８，４４４円です。溝ぶた

側溝補修が１９か所、１，１７９万１，

２５８円、ガードレール安全柵補修が７

か所、２１３万３，０７５円、その他と

しまして歩車道境界ブロック等、道路附

属施設の補修１１か所、６９８万７，１

８２円、合計４，４９９万３，８３７円
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です。

○山本靖一委員長　早川参事。

○早川交通対策課参事　フォルテ摂津地

下料金システムの機械化の、その後のと

いうことでご質問に答えさせていただき

ます。

　１９年度にフォルテ摂津自転車駐車場、

時間延長を行ったところでございますが、

この時間延長を行ったときに、フォルテ

摂津自動車の方の駐車場出入り口も関係

があることから、再度、検証をさせてい

ただきましたけれども、フォルテの防犯

面からということで人員の配置は必ず必

要ではないかということで、収支の方が

やっぱり高いという面と、現在の構造上、

ちょっと難しいということで、検証の結

果、今のところそういうところになって

おります。

○山本靖一委員長　千里丘三島線の４３

０万円の改良事業の中身を教えてくださ

い。藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　平成１９年度

におきまして、千里丘駅南交差点の右折

レーンも含めまして、実施設計委託を行っ

ております。道路線形を決めるために、

千里丘駅駅前の南交差点から産業道踏切

以南までの約４５０メートルの区間にお

きまして、検討を行ったものでございま

す。特に千里丘駅南交差点から三島幼稚

園までの区間、延長約１６５メートルは、

現在の道路幅員は１１メートル程度で未

整備の状態でございまして、以前よりご

指摘いただいております駅の交差点、駅

前交差点の右折レーンを含めた形で両側

歩道を含む拡幅整備につきまして、都市

計画道路の計画幅員２０メートルから２

５．５メートル、これ計画決定を打って

おりまして、この計画決定区域内で道路

整備を実施しようということで実施設計

を行いました。その内容としましては、

先ほど言いましたように、標準部分では

トータル幅員１８メートル、車道幅員が

９メートル、両側歩道４．５メートル、

先ほど言いました交差点部分におきまし

ては車道幅員を１０メートル、以上の内

容でございます。

○山本靖一委員長　暫時休憩します。

（午前１１時４７分　休憩）

（午後　０時５９分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　原田委員。

○原田平委員　それでは、再質問をさせ

ていただきます。

　土木維持作業業務ですが、宮川次長、

１７年の決算のときに、言っておられた

ことがちょっと後退というよりも、それ

は問題ないんだというご説明だったんで

すがね、道路が４割、そして、公園が２

割、下水が２割５分、そして、その他が

１．５と。そのときのご質問、申し上げ

ましたように、いわゆるよろずのね、作

業をずっとされてきているというところ

で、やはり道路課がやっぱり所管するべ

きだというふうに、私は思うわけです。

といいますのは、やっぱり広い範囲の中

で、下水は公共下水ですねんけれども、

水路よりも道路の方が維持管理上、やっ

ぱり数多くの問題を抱えております。そ

ういう意味で、やっぱり道路側が所管す

るべきだというふうに感じるんですけれ

ども、再度、ご見解を賜りたいと思いま

す。

　それから、正雀、千里丘駅のエレベー

ター、理解をいたしました。問題は千里

丘駅の西口のエレベーターが、いまだ見

通しが立っておらないということであり

ます。これについても順次やっていかれ

ると思うんですけれども、今日までの経

過から含めて、どのようになっているの

かお尋ねをいたします。
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　それから、駐輪場、駐車場の土地の借

り上げですが、総合計１，７５０万円を

毎年、支払っていくわけであります。１

０年たてば１億７，５００万円というこ

とで、かなりの額になるわけですが、や

はり何かほかの方法を考えて、例えば用

地を取得をするとか、あるいは南摂津駅

前の駐車場にも払っておられます、１，

１７０万９，０００円ということで、市

の土地と交換をするとか、いろいろな方

法があると思うんですよね。ただ単に地

代をずっと何年か契約で払うということ

になっていると思うんですけれども、将

来のことを含めて用地取得等を求めてい

くという方向がいいんじゃないかなと思

うんですけれども、担当者としての見解

を聞きたいと思います。

　正雀駅前の測量設計でありますが、移

転も含めて取り組んでいただくわけであ

ります。府道十三高槻線の供用開始とと

もに、やはり車の動態が変わってまいり

ます。そういう意味で、やはりいち早く

道路の、いわゆる供用開始を図れるよう

に頑張っていただきたい。これは要望し

ておきます。

　道路維持修繕料４，４９９万３，８３

７円でありますが、詳しくご説明をいた

だきました。大半が舗装工事だというふ

うに思うんです。大体これぐらいの予算

で、どれぐらいをできるのか、どれぐら

いの割合になるのか、お尋ねをいたした

いと思います。

　市道千里丘三島線の道路改良事業、頑

張っていこうということでありますが、

このガードが開通をされます。そういた

しますと、こちら側から北側へガードに

向かって進むわけ、ガードは二車線ござ

いますのでスムーズに、信号がかわれば

入れるわけですけれども、そこに問題に

なるのは、やはり右折レーンの、この確

保しておかなければ、例えば、大型、あ

るいは路線バス等があると、前は進める

んだけれども、それがあるために進行で

きない。渋滞を招く、さらには今度でき

ます摂津市駅周辺も含めて、できるだけ

早くやらなきゃならないというふうに思

うわけであります。そういうことで、取

り組む決意みたいなものを聞かせていた

だければというふうに思っております。

　それと、これの部分について、都市計

画道路千里丘三島線、都市計画ですね。

そして、道路課がやる。どちらが主になっ

て進めていかれるのか、もう一度お聞き

をいたしたいと思います。

　それと、これまでに、この供用開始に

伴う、やはり道路渋滞問題がありますの

で、大阪府やとか、あるいは警察と、ど

のような協議を進めてこられたのか、お

尋ねをいたしたいと思います。

　それから、住宅関係でございますが、

家賃の滞納について１２件あるというこ

とであります。この中には駐車場の２件

もあるということで、全国的にも生活保

護の受給者には住宅補助というものがあ

ります。にもかかわらず、家賃を滞納し

ている人が多いと、本市ではどうなって

おるのかということをお聞きをいたした

いと思います。

　また、駐車場について、２件その滞納

があるということであります。ちょっと

気づかなかったんですが、車庫証明があ

りますね、この車庫証明、調べて、歳入

の方で手数料として上がっているかなと

思ったら、調べたらなかったのでありま

す。車庫証明の費用の徴収はどのように

なっておるのか、お聞きをいたしたいと

思います。わずかな額でございますから、

いいだろうということでしておるところ

もあるかと思うんですが、ちなみに北摂

７市の、そういう状況はどうなっている
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のか、お尋ねをいたしたいと思います。

　番田水門についてはわかりました。引

き続き、これもやっていかなきゃならな

いということであります。

　緑化推進員の賃金が２名、週４日、月

約８万円ぐらいで１年分を払っておられ

るということでありますが、一つ例えば

ボランティア的にやられている公園管理

がございまして、そこには全く費用は出

ておりません。先ほどちびっこ広場にも

１００何ぼですかな、出されているとい

うことであります。一団体当たり１万７，

０００円ほどでしたかね。暑い時期に草

刈り、あるいは清掃をやっていただいて、

ジュースの１本ぐらい出せないという状

況でありますしね。いろいろな諸道具も

要るわけでありますから、そういったと

ころ把握されていると思うんですわ、そ

れで、そこらに対しても何らかの手だて

ができないかというふうに感じておるん

ですけれども、その点についていかがで

しょうか。

　安威川ダムにかかわる水特法の負担金

でありますが、先ほど、ご答弁をいただ

きましたが、ダムの本体工事がおくれる

というふうに聞いております。そんな状

況でね、負担があとかなりあるんですけ

れども、平成２８年ですか、何か８年ほ

どかかるということでありますが、この

ダム工事とともに水特法の負担、あるい

は摂津における水害対策に対して、どの

ように対応をしていかなきゃならないの

かということも、担当者としてお聞きを

いたしたいと思います。

　フォルテ地下駐車場の料金のシステム

の機械化について、構造上難しいという

ことでありますが、一度研究をしていた

だいて、やはり経費の節減に向けて取り

組んでいただくということ、これは要望

しておきたいと思います。

　し尿処理手数料、浄化槽の汚泥の処分

手数料でありますが、４１万４，２００

円は現年分だと、こういうご説明があっ

たんですが、聞いておりますのは、この

中身についてね、どういう状況で、例え

ば汚泥処分料は滞納が多いのか、あるい

はし尿処理手数料が滞納が多いのか、こ

の辺についてお尋ねをいたしたいと思い

ます。

　都市公園の管理でございますが、総枠

の請負ということで、たしか３年ほどの

前の質問で、単価契約をしたんだと、今

までによるとむだが多いということで、

単価契約に切りかえたんだということで

あります。したがって、本数等にどれぐ

らい費用がかかっているんだということ

を聞きたかったわけでありますが、後ほ

ど、また、これは資料でいただきたいと

思います。

　ただ、申し上げたいのは、シルバー人

材センターに１，７１０万円の請負とい

うのか、契約をかわされて除草、並びに

清掃の委託をされております。これが調

べてみますと、清掃作業で１，１７８万

円、除草作業で５３１万３，１１７円と

いうことで、それぞれ人的でやられてお

るわけでありますが、夏の暑い時期、あ

るいは年間を通じて都市公園の除草並び

に清掃をやっていただいているんですが、

１時間当たりの、シルバーの人たちに支

払われる時間当たりの報酬額は７１５円

であります。一日当たり頑張っていただ

いて５，７２０円が支給されておるよう

でございます。そういう状況で、資料を

見ますと、すごい量の作業をやっていた

だいております。片や業者の方は、除草、

路面清掃で５１０万円ということ、さっ

き説明がありまして、２，４００万円の

５１０万円が、そういうことであります。

シルバーは、延べ８５３人かかわられて、
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５３０万円ほどの支払いなんですね。こ

れではやはり矛盾があるんだというふう

に、僕は思いました。これはやはり改善

して、あるいは冬場に、これの１期、２

期と作業委託を分けられておられます。

１期の方は１９年５月２１日から１９年

９月２８日まで、２期の方は１２月２５

日、１９年１２月２５日から３月１４日

までと、冬場でございます。冬場は草、

伸びません。ほとんど刈っておけば、こ

んなところで除草として１万２，９３５

平米されておられる。これ細かく見たん

ですけれどもね。機械除草だということ

であります。

　片や手刈りで一生懸命頑張っていただ

いてるシルバーには非常に安い請負契約

になっているということであります。こ

れはやはり変えなきゃならないというふ

うに思いましたので、あえて質問をいた

したわけであります。その辺について、

担当のご見解をいただきたいと思います。

○山本靖一委員長　それでは、答弁求め

ます。宮川次長。

○宮川土木下水道部次長　土木維持作業

にかかわります内容でございますが、１

７年当時の発言と後退と、道路課の方が

本来所管すべきではないかと、水路より

道路の方が多く問題を抱えているという

お話かと思います。

　土木維持作業、本来もともと道路課、

当時は土木課といったかもわかりません。

その中に維持係というのがございました。

そのような中で水路のしゅんせつですと

か、あるいは生活排水路のしゅんせつ、

あるいは草刈り、あるいは道路の穴ぼこ

の補修とか、いろんな作業をやっていた

からだと、こういうふうに思います。

　そのような中で、平成１０年に今の維

持係がつくられた。その中で以前の維持

係がしていた内容、これを踏襲していこ

うというふうな状況でございました。な

ぜ下水道課の方に維持係が配置された、

この経緯は私もちょっと、その当時、か

かわっておりませんので、理解しがたい

ところではございます。ただ、恐らく組

織を形成する上での、体制のバランスも

あったのかなというふうには思うんです。

そのような中で、ほとんどが簡易な作業

を維持作業の方でやっていただいている。

草抜きですとか、あと柵の塗装ですとか、

あるいは車両がぶつけて、そのまま行き

去ってしまった支柱の直しだとか、こう

いうふうなことを行っていると、こうい

う状況でございます。

　私も市民の要望だとかいうような内容

を、カードが回ってまいります。その中

で、その作業については、維持係で処理

すると、こういう流れで現実的にはやっ

ているかなと。また、それぞれの担当課

の中から、この部分はこういう状況にあ

るから簡単に直してほしいと、請負をか

けるまでの間、その補修すべき内容が持

続できるようにというような思いもあっ

て、そういう補修をするというような作

業がほとんどでございます。

　私の思う範囲では、今のところ、そう

いう作業をするに当たってです、特段の

支障は来していないんじゃないかなと、

こういうふうに申し上げているつもりな

んです。ただ、諸問題につきましては、

これまた、部内で一度、それぞれの担当

課長もおりますから、そこらと一遍確認

した上で、どういうふうにすべきかとい

うところは、ちょっと検討してまいりた

いなというふうに思います。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　都市公園管理

作業について、特に除草の関係について

答弁させていただきます。まず、草刈り

の件ですけれども、大正川と安威川の堤
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防の上のふれあいづつみにつきましては、

例年６月、１月頃に年２回の草刈りを行っ

ておって、その中で、特にジョギングロー

ドといいます大正川と安威川の河川敷公

園、これにつきましての分ですが、これ

は例年５月、７月、９月、１月と年４回

の草刈りを行っております。だから、冬

やから草刈りがないんじゃないかという

こと、ご指摘なんですけれども、一応、

冬場においても１回は草刈りをやってお

ります。

　それから、都市公園でございますけれ

ども、草刈りは５月と８月、年１回の草

刈りを実施しておりまして、ただ、シル

バー人材センターとの草刈りの関係です

けれども、シルバーにおいては、都市公

園の除草につきましては、例年４月から

１２月の間で年、約２回行っております。

ただし、高齢者の関係でありまして、やっ

ぱり体力と健康に気遣って夏の暑いとき

ね、一切やっていないかというのではな

くて、何日かは入っているんですけれど

も、どうしても夏の間は休ませてほしい

という形の中で、一応シルバーさんの方

については外させてもらっています。そ

の間、どうしてもやらなあかんときにつ

いては、この都市公園の管理作業の中で

行っております。

　先ほどご指摘を受けましたように、確

かにシルバーさんのしていただくことは、

同じ草刈りをやっても、根こそぎといい

ますか、土の状態になるまできれいに草

刈りをしていただいております。それの

関係で、できるだけシルバーの方に仕事

を回していきたいなと思っております。

ただ、これにつきましても、一度、シル

バー人材センターと十分協議しながら、

夏場においてもほんまにできるのかどう

かというのも、やっぱりこの辺の分も検

討していかなあきませんし、夏場でも涼

しい間でしたら当然できますので、その

間だけでもしていただくような形でも持っ

ていきたいなという考え方を持っており

ますので、よろしくお願いいたします。

　それと、先ほどのボランティアの関係

なんですけれども、ちびっこ広場につき

ましては、補助金といいまして、１００

平米以下で１万２，０００円、一番多い

１，０００平米以上で１万７，０００円

ですか、その金額を出しております。た

だ、そのお金でほんまに、その管理作業

が全部できるかというと、なかなかこれ

できません。その中であくまでも私とこ

は、これは何かの足しにしていただきた

いというような形の補助金を出さしても

らっております。ただ、都市公園の中で

もいろんな公園があるんですけれども、

やっぱりボランティアの皆さんでもって

草刈りとか、そんなんをしていただいて

いるところはあります。

　とりわけ三島公園なんか、はっきりいっ

たらシルバーの草刈りもありませんし、

私とこの造園業者の草刈りも入っており

ません。全部、地元でもってきれいに草

刈りもしていただいたりしています。あ

と市場池のオアシスなんかでも草刈りは

年１回、これは、２００人ぐらいが一遍

に出ましてきれいに草刈りもしてありま

す。

　老人会が年２回、都市公園は、そうい

う草刈りもしていただいております。そ

れの形、一応そういうような形で、皆さ

ん方、ボランティアでもって一生懸命やっ

てもらっているのは、十分熟知している

んですけれども、ただ、そういうのに対

して、ほんまに料金的なものが何か出せ

るかということにつきましては、現状の、

財源の中におきましては、できるだけ財

源が好転するまでは、どうかしばらくの

間、このままご理解いただきたいという
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ことで、お願いしているのが現状でござ

います。

　ただ、同じボランティアでも、例えば

先ほど緑化推進で連絡員と同じような形

で苗圃に来て、一緒になって苗圃のお手

伝いもしていくれてはる方もおられます。

外の、例えば花壇の分についても、同じ

ような形で一緒になって、要するに苗の

植えつけ作業とか、そんなんもしていた

だいております。その中で、どうして緑

化推進連絡員だけ、こういうような形の

優遇があるのかという形もあるんですけ

れども、彼らについては時間的にきちっ

と、週４日で時間もきちっと決められて

おります。夏の暑いときも雨が降ってい

るときも、すべて作業をさせていただい

ております。そんな形の中で、ボランティ

アの場合でしたら雨が降ったり、暑いと

きはちょっと控えようかというような形

があるんですけれども、一応、管理作業

というのは年中やっていかなあかん分が

ありますので、そんな形の中で、こうい

う形で賃金を払った中で、今していただ

いているのが現状でございます。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　南摂津駅前の

自転車駐車場の借り上げについてでござ

いますけれども、２名の方からお借りし

ております。ただ、１名の方が大半の土

地をお持ちです。この方に対しまして買

収させていただけないか、または、エレ

ベーター部分を除いて、ほかの土地、市

有地と交換していただけないかというこ

とで、交渉した経緯がございますけれど

も、地主さんが応じていただけなかった

ということで、現在に至っております。

借地料につきましては、昨年、平成１９

年にちょうど１０年間の契約期限が切れ

るということで、昨年、交渉させていた

だきまして、借上料の相当の引き下げを

図ったところでございます。

○山本靖一委員長　新留課長。

○新留都市計画課長　ＪＲの千里丘駅の

駅構内のバリアフリー化は一応、できた

けれども、千里丘駅西口構外のエレベー

ターが残っておると、西口の状況につい

てということだったと思いますが、本市

の交通バリアフリー基本構想の中では平

成２２年度以降の整備と位置づけており

ます。基本的に、この構想に沿った形の

整備になると今のところは思っておりま

す。ただ、ＪＲ西日本との今までの協議

につきましては、不特定多数が通る、今、

橋上の自由通路になっておりますが、不

特定多数が通る自由通路であり、ＪＲで

は構外のエレベーターはできないという

ことで回答をいただいております。また、

ほかの駅でもやっていないという状況で

あります。

　それから、ただＪＲ西日本としまして

も、エレベーターについては必要なもの

であるという認識は持っておりまして、

今後、協力は行いますという回答はいた

だいております。今後につきましては、

千里丘駅西口のエレベーター設置に向け、

どの位置にエレベーターを設置できるの

か、設置に関し、どのような課題がある

のか、ＪＲ西日本と協議を行ってまいり

たいと考えております。

　それから、千里丘三島線につきまして、

都市計画道路として決定しておるという

ことで、これは都市計画課でやっておる

と、道路課では、今、設計に入って進め

ているということで、どちらが主になっ

ていくのかというご質問だったと思うん

ですが、前回の委員会でも質問が出たか

と思いますけれども、この千里丘三島線

につきましては都市計画道路として都市

計画決定しておりますが、将来の連立事

業というのも視野に入れますと、現在、
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都市計画決定している幅につきましては

２１．５メートルと、側道等を考慮した

広い幅になっておりますが、連立事業に

なった場合は、この下を通りますので、

それだけの広さは要らないというふうに

思っております。ということで、現在の

都市計画決定の道路幅では、都市計画事

業として整合がとれなくなるということ

がありまして、道路課におきまして、平

成１９年度から交通安全事業として整備

を行っていただいておるところでござい

ます。

　今後につきましても道路課と連携をと

りながら、この千里丘三島線については

進めてまいりたいと考えております。

○山本靖一委員長　藤井参事。

○藤井土木下水道部参事　それでは、約

４，５００万円の修繕料のうち大半が舗

装工事ではないのか、舗装工事の割合と

いうことのご質問だと、こう思います。

金額面だけで申し上げますと、修繕料に

占めております割合は先ほども申し上げ

ましたように舗装とお聞きしましたのは

約２，２００万円ですので、割合としま

しては４９％、修繕料に対しては占めて

おります。全体での舗装工事での割合に

なりますと、一応、道路課でやっており

ますのは計画的に路線を決めまして、舗

装の修繕を行っております。この舗装事

業といたしまして、１９年度行いました

のは路線数としましては１８路線、面積

にいたしまして約１万３，０００平米、

額は約７，７００万円、予算８，０００

万円に対しまして７，７００万円で執行

したものでございます。その全体での面

積に対しまして修繕料で行った舗装の工

事が３，７００平米でございますので、

割合といたしましては２２％程度、金額

におきましても大体２２％ぐらいが占め

ておるというような内容になっておりま

す。

○山本靖一委員長　長野次長。

○長野都市整備部次長　それでは、住宅

にかかわります２点について、ご答弁申

し上げます。まず、１点目の市営住宅の

家賃滞納者の中に生活保護世帯があるの

かとの問いでございますが、本市の市営

住宅１９２戸の入居者の中で生活保護世

帯は１５戸であります。このうちの４戸

に滞納がございます。扶助を受けるまで

の滞納がなかなか減らない状況ではあり

ます。現在は毎月の受給日に福祉部門の

窓口に来られますと福祉部門から連絡を

いただきまして、私どもの担当者が福祉

部門に出向き、入居者が会計機関で受給

された後、家賃等の支払いをしていただ

いているところでございます。今後とも

福祉部門との連絡を密にし、収納率の向

上に努めてまいりますので、ご理解賜り

ますようお願い申し上げます。

　それと、次に車庫証明、いわゆる自動

車保管場所使用承諾についてでございま

すけれども、これにつきましては申請が

あれば市長名で証明をしております。件

数は１８年度、１５件、１９年度、７件

でございました。この証明の手数料につ

きましては、昨年度までは徴収しており

ませんでした。したがいまして、１９年

度決算には委員、ご指摘のとおり歳入の

手数料として計上されておりません。本

手数料につきましては、法制文書課とも

協議した中で決裁を受け、本市の手数料

条例第２条６号アからクまでのいずれに

も該当しない証明として３００円を徴収

することで、入居者各位には本年３月１

日に通知したものでございます。

　本年は現在までに４件の証明を行い、

１，２００円の徴収をしております。な

お、北摂各市はどうかということでござ

いますけれども、手数料を徴収している
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ところは茨木市３００円、池田市３００

円、箕面市２００円となっており、他の

市町村は徴収していないとのことであり

ました。

○山本靖一委員長　石川課長。

○石川下水道業務課長　し尿処理手数料

の収入未済額について、お答えいたしま

す。この収入未済額はすべてし尿処理分

で浄化槽汚泥の処分手数料については、

未済額は生じておりません。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　安威川ダムに関

することに対しまして、お答えいたしま

す。私も安威川ダムが一日も早く完成す

ることを願っている次第でございます。

平成２０年７月に関係流域市、大阪市、

吹田市、高槻市、摂津市、茨木市が連名

いたしまして要望書も提出しております。

その要望書の内容でございますが、水害

の危険から住民の生命、財産を守り、安

定した水資源を確保するために早期にダ

ム本体工事に着手し、安威川ダムが一日

も早く完成することを切望しております。

今後は地域、地区はもとより流域市民の

皆様の期待にこたえるため、道路や下水

道の水源地域整備計画に基づく事業の推

進に努めるとともに、ダム湖畔における

水と緑を生かした自然の交流する広域レ

クリエーション拠点の形成に向けて、大

阪府とともに検討を進めるなど、ダム事

業の一層の努力に邁進するようにという

ことで、要望書を提出しておりますので、

そういうことでよろしくお願いいたしま

す。

○山本靖一委員長　市道三島線の改良の

問題で大阪府、あるいは警察との協議は

どういうように進めてきたという点につ

いて、答弁願います。

　この場で暫時休憩します。

（午後１時３１分　休憩）

（午後１時３３分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　中谷部長。

○中谷都市整備部長　千里丘三島線の大

阪府、警察等の協議、ガードの開通に伴っ

てということなんですけれども、先日、

各議員の方々にご案内したと思うんです

けれども、きのうでしたかね、切りかえ

が無事に終わりました。これから反対側

の工事をやっていくということなんです

けれども、まだ、警察協議ですね、その

分の信号処理に伴う警察協議というのは、

あれ完成形では、まだ、具体的に警察と

は今現在はされておりません。今後、切

りかえに伴って一応、病院側、それから

千里丘東側の協議がされていくことと思

いますけれども、今のところはまだ、そ

こまでは着手されていないということで

す。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　土木維持作業の問題です

が、宮川次長はなかなか放そうとしない

なという感じは受けられました。という

のは、２年間いろいろ、例えば、ことし

でありますが、２０年度のことですが、

せんだん公園がございまして、その横に

市道新在家鳥飼上線があるんですが、そ

こにせんだんの実が生えて、たくさん実

が落ちて、自然に生えた木がたくさんあ

りまして、非常に交通の安全上、危ない

ということで刈るようにということで、

ちょっとお願いをしたんですが、これ道

路課でした。担当は下水道管理課やと、

下水道管理課の方に言わなあかん。道路

課へ言うておけばいいんですけどね。そ

ういうことで、道路にかかわる問題等は

たくさんあるんでね。これまでにも、枯

れた木の問題やとかね。それは維持管理

の問題ですけれども、そういうことを日

常的に道路課の方でやればいいのになと
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いうふうに感じたので、あえて２年前の

質問に続いて今回やったわけでございま

して、これについて粟屋部長の方から、

一つ考えを聞かせていただきたいと思い

ます。

　公園の問題ですが、粟屋部長ね、シル

バーで、ご承知のとおり安威川のふれあ

いづつみの草刈りとか、平和公園、ある

いは大正川の河川敷、いろいろやってい

ただいております。これ資料もらってお

りますので、そういう状況で、夏場はと

いうことでありましたがね、１９年７月

２５日、これ天神祭の日ですが、安威川

ふれあいづつみをやっていただいており

ます。８月に入りましてかえで公園をやっ

ていただいております。また、もっこく

公園もやっていただいております。続い

て８月の月末に、暑い時期でございます

が、平和公園もやっていただいておる。

こういう状況でシルバーさんもかなり頑

張っていただいております。それぞれやっ

ていただいております。暑い時期ですけ

れども、そういう状況で、やがて草が伸

びない時期に入りますと、仕事が楽です。

このときに業者に持っていかれるんです。

そうすると暑い時期に頑張っているシル

バーさん、本当に、先ほど申し上げまし

たような賃金で頑張っていただいており

ます。それを業者が、その時期においし

いとこだけするということでは、やはり

気の毒やというふうに感じるわけであり

ます。そういう面で、この２，４６７万

５，０００円と９７６万５，０００円の

執行について、やはり検討を加えていか

なければならないというふうに、この事

務報告書で見て感じたわけであります。

　これ以上の答弁のやりとりはしません

けれども、そういう状況は私ども感じて

おりますので、シルバーさんも頑張って

いただいてる分にこたえるように、やは

り仕事の楽な冬場の、この時期も仕事を

回してあげてほしいと、そういうときに

業者に発注するということでなくして、

そういうところもやっていただきたいと

いうふうに思うわけです。かなりやって

いただいていますよ、ふれあいづつみ、

安威川、大正川、それを一つ検討してい

ただきたいと、これもう要望しておきま

す。

　それから、千里丘西口のエレベーター

の設置、大体わかりましたけれども、や

はり駅のエレベーターの設置事業で、残

事業としては、この千里丘だけです。み

なできましたのでね。だから、ぜひとも

頑張っていただいて、やはり市民の、こ

の要望にこたえられるように、最大限、

取り組みをしていただきたいと、要望し

ておきます。

　用地買収の問題、ちょっと地主さんの

あることでございますけれども、もう契

約をされたということでありますから、

今後に向かって、やはり土地の交換やと

か、あるいは買収やとか、そういう方法

を検討して、やはり賃借料を減らしてい

くことによって、うちの財産になるんや

からね。それ賃料払っておったって、い

つまでもたっても財産にはならないとい

うことでありますので、今後、引き続き

頑張っていただきたいと思います。

　それとフォルテのところでＪＲに２２

７万４，７００円の、これちょっとご答

弁なかったんですが、もう一度、ご説明

をいただければありがたいと思います。

　あと、とりあえず市道千里丘三島線の

道路改良事業は、やはり都市計画と道路

課がもたれ合いにならないように、やは

り責任を持った部分は、きちっとこれを

やり遂げていく、そして、一日も早く、

先ほど申し上げましたような道路の拡幅

ができて、交通渋滞の起こらない体制を
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つくっていただきたいということであり

ますので、ぜひ一つ頑張っていただきた

いと思います。

　住宅ですね、滞納が減っておらないと

いうことでありまして、生活保護の受給

日に、福祉に担当から連絡があって、支

給を、もらわれたところを家賃払てんか

ということを言うこと、大変だと思うん

ですね。担当もやっぱり嫌な思いもする

だろうというふうに思いますし、帰られ

た後ね、取りにいくというのも難しいと

いうことであります。ちょっと私、聞い

たんですが、生活保護世帯の家賃につい

ては、受給者の委任状なしに直接徴収す

る代理納付制度もあるというふうに聞い

たんです。そのあたりを今後できないか

どうかというふうに考えていきたいと思

います。

　それから、車庫証明の手数料を取って

おらなかったということは、非常に必要

なあれですので、ぜひやっぱり取っても

らわなあかんというふうには思っておっ

たんですが、もう当然、徴収されておる

と思っておったんですが、そういうこと

であって１８年１５件、１９年７件、こ

としはもう４件ということであります。

ぜひ一つ続けてやっていただきたいとい

うふうに思います。ことしからもらうと

いうことでありますので、よしとしてお

きます。

　緑化推進の賃金のところで、さきも申

し上げましたように、ボランティアでやっ

ていただいてるい方にわずかですけれど

も、そういうものを支払いができんだろ

うかと、例えば、水路でありますが、私

ども夏場に地域が総がかりで水路の清掃

をやります。わずかながらも一部報酬と

してちょっともらっております。そうい

うことがありますので、そういったとこ

ろに携わっていただいているボランティ

アの方々に、少しでも何か報酬的なもの

が払えるかどうか、今後、検討していた

だきたいというふうに思っております。

　フォルテの地下駐車場の料金システム、

検討しておいてください。以上です。

○山本靖一委員長　粟屋部長。

○粟屋土木下水道部長　それでは、今の

委員のご質問のうち土木維持係の所管に

つきまして、ご答弁申し上げます。

　確かに委員、ご指摘いただいています

ように、今、次長もご答弁申し上げまし

たように維持係の業務で一番多い割合で

いいますと、やっぱり道路課の作業内容

でございます。そういう観点から、委員

ご指摘のとおり道路課で所管するという

方法も確かに考え方としてはあると思い

ます。また、一方では、特に大雨時点の

警報時点でございますけれども、待機、

また出動等の、そういう水防体制を考え

ましたら、この下水道管理課の方がいい

のかなという気もございます。しかし、

いずれにいたしましても、同じ部内でご

ざいますので、その辺は連絡を密にとっ

てクリアできるものであるというふうに

考えております。

　今後につきましても、今まで以上に維

持管理部門というのが大事になってまい

りますし、一方で職員の高齢化等により

まして職員定数も減ってまいります。そ

ういうときに維持部門の効率性を求めた

場合、どうしたらいいんだという検討も

必要でございまして、昨年度も一部、各

課の意見等を出してもらって協議した経

過もございます。そのときには今、維持

係で所管しております維持作業のみでい

くのか、一部管理部門も含めてやるのか、

そういう議論も出てまいりました。そう

いう中で、集約では今現在では、そこま

での組織がえも無理であるので、当面は

現行のままでいこうということで集約し
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た経緯もございます。しかし、今後ます

ます、そういう維持管理部門の重要性、

それでまた、職員数の減、考えた場合は

維持係だけではなく全体の、やっぱり組

織のあり方も見直した中で、維持係の事

業内容、所管のあり方、これもやっぱり

検討していきたいというふうに、その意

見では、委員ご指摘の内容も踏まえた中

で、検討してまいりたいと、このように

考えております。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　フォルテ摂津

自動車駐車場の借上料についてご答弁申

し上げます。これにつきましては西日本

旅客鉄道株式会社から借地をいたしてお

ります。借りておる部分につきましては、

駐車場の出口、地上部分５３平米、地下

で５７３平米ということでございます。

この用地につきましては、駅前広場の中

のＪＲの用地との絡みで買収等は困難だ

と思っております。また、地下駐車場と

いうことで使用料等、収益等を上げる中

で、賃借料については今までどおりお支

払いしていくという形で考えております。

○山本靖一委員長　長野次長。

○長野都市整備部次長　生活保護世帯の

代理納付についての問いでございますが、

委員ご指摘のとおり平成１８年４月１日

の法改正、並びに厚生労働省社会援護局

保護課長通達による住宅扶助の代理納付

について、住宅扶助として使途を限定さ

れた扶助費を一般生活費に充当すること

は生活保護の趣旨に反するものであり、

的確に家賃に充てる必要があるとし、非

保護者にかわり保護の実施機関が納付す

ることを可能とするものであるとしてい

ます。このことにつきましては住宅局の

方からも通達がございます。しかしなが

ら、この代理納付につきましては福祉サ

イドも十分承知しており、我々、住宅サ

イドとしても強く要望はしております。

　しかしながら、現状では福祉サイドの

システム上、代理納付ができないとの事

情があるとのことをお聞きしております。

そういったことで現状に至っております。

　生活保護を受けておられる方の収納に

つきましては、今後とも福祉部門と常に

連携を図りながら収納に努めてまいりま

すので、よろしくご理解賜りますようお

願い申し上げます。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　ＪＲの土地の借上料です

が、たしか、ことしからですか、いわゆ

る上部の方ですね、借りている土地の上

ですね、表面管理を市の方がするという

ことになりました。下で、地下で借りて

いるから、地代を払っているわけですね。

そしたら市としてね、いわゆる自転車の

置かれているところについて、管理料は

やっぱりもらうべきだと、下を借りてい

るんやからね、ＪＲの土地やからという

ことであるので、表面についてはね、地

表の部分ですね、管理料をいただくべき

だというふうに思うわけです。これは私

個人だけかもわかりませんけれども、も

う一遍、その点だけね、そういうことは

検討していかなければならないだろうと

いうふうに思うんですけれども、いかが

でしょうか。

　住宅の家賃でございますが、何かシス

テムですか、システムが難しいからとい

うことであります。受給される部分から

差っ引いておけば、こっちの市の方で、

それを預かっておくということで建築住

宅課の方に、その扶助費の方から払うと

いうことをね、これぜひやっていただけ

れば滞納は減ると思うんですよね。そう

いうことをやらない限りは、いただいた

部分についてはすべて、住宅費を払うの

はわかっているけれども、生活費の方へ
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回ってしまうというような状況があれば、

建築住宅課の家賃滞納がふえるばかりで

ございます。そういうところで努力をし

ていただきたいというふうに、１点だけ

答弁お願いします。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　ＪＲ用地の表

面管理につきましては、今現在、道路課

の方で協議していただいておるわけです

けれども、交通対策課が担当して駐車場

等、また、駐輪場で借地しておる部分、

また、今までの費用面の中で、清掃等の

中で、道路課で出費している等のお金が

ございます。今回の締結に向けまして担

当課で、そういった部分も含めた中で現

在、協議をしていただいているところで

ございます。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　野原委員。

○野原修委員　それでは、質問させてい

ただきます。まず、１点目、違法駐車追

放事業といたしまして、交通指導業務委

託料が８０７万７，２３０円出ておりま

す。これの内容をご説明お願いします。

　２点目としまして、放置自転車等対策

事業としまして、自転車利用者指導委託

料、１８年度が１，３３４万１，０００

円、１９年度が１，５３４万７，３００

円でふえております。この内容をお聞か

せください。

　３点目としまして公園みどり課、緑化

推進嘱託員報酬２４０万円についてお聞

かせください。

　４点目、公園管理委託料、これ昨年度

ですかね、原田委員の方から今まで単価

契約を競争入札という形で契約を変えて

もらって、それで単価契約と競争入札で

なった割合というのか、費用対効果、ど

ういう形になったか、ちょっとご説明お

願いします。

　５点目、特色ある公園づくりとしてワー

クショップを設けられて、いろんな形で

今、展開されておろうかと思いますが、

その辺の内容をお聞かせください。

　６点目、高度な安全基準が出てくると

いう形のもので、先ほど、南野委員から

も、先ほど質問をされていましたが、公

園の遊具に関して、先ほど南野委員の方

からも質問ありまして、るるお答えはあっ

たと思うんですが、先ほどＡランク、Ｂ

ランク、Ｃランク、Ｄランクというよう

な形を設けられて、毎年、この業務委託

料が専門家の調査ということで１５０万

円、本年度も出ておりますが、これは今

後、どういう形で推移するのか、その辺、

ご説明をお願いします。

　７点目で公園の方も、本来は子どもの

遊び場という形のところでつくられてい

るものかと思いますが、これから高齢社

会という形の中での考え方で、遊具とい

う考え方で、健康遊具という形の考え方

の中で、いろいろ今、形として、それぞ

れ、そこのふれあいづつみですか、あの

公園のところなんかは健康遊具という形

のものを設置していただいたり、いろい

ろな形で今の従来の遊具から健康遊具に

かえていただいてるんですが、今後も、

どういう形で、先ほどもお答えはあった

んですけれども、どういう形で、今後、

高齢社会に向かって健康遊具の取り組み

をなされるのか、教えていただきたいと

思います。

　それと、先ほど原田委員からもご質問

がありましたちびっこ広場の補助金に対

しまして、毎年、これはお願いしている

んですが、やはり平米数というのか、そ

ういう形で今まで補助金は出されている

かと思うんですが、やはり活発に、先ほ

ど三島公園とか市場池公園、市場池公園

も、この２３日ですかね、そういう形で

－�34�－



全員が出られて、草刈りをされるという

形のところでやっておられるところも、

やっぱり活発にされているところと、あ

んまりされていないところと、そういう

ので面積で、そういう補助金を出すとい

う仕組み、その辺を考えられるのか、そ

の辺のお考えをお聞かせいただきたいと

思います。

　９点目、市民プールの解体についてで

ありますが、決算書２００ページの旧市

民プール解体工事、３，９７２万９，９

００円という形で執行されております。

これは旧市民プールの解体を建築住宅課

の所管で、なぜ解体されたのか、その経

緯と、この解体は補助金などが入ってい

るのか、決算書４４ページの住宅費補助

金があるが、これがその解体費用の補助

金なのか、お聞かせ願いたいと思います。

　それと関連しまして、建替え事業の今

後のスケジュール、南野委員のご質問で

説明があったんですけれども、昨年度の

決算の委員会ときに林参事の方からいろ

いろ説明していただいて、道路をつくっ

て、周りをつくって、それから市営住宅

をつくっていくというようなお答えがあっ

たかと、スケジュール的にあったかと思

うんですけれども、その辺が変わってい

るのか、変わっていないのか、以上、１

回目させていただきます。

○山本靖一委員長　早川参事。

○早川交通対策課参事　違法駐車追放事

業と、放置自転車等対策事業について、

ご答弁させていただきます。交通指導業

務委託につきましては、平成１８年度よ

り民間に委託を行っており、１９年度か

ら一応３年間の委託契約を結んでおりま

す。このことにより現在、青色防犯パト

ロールをしておるんですが、その分の複

数年契約を結ぶことにより、年度当初の

若干の開始時期がおくれても、以降は十

分対応できることにより、１年間通して

できるというのが利便性がありまして、

複数年契約を結んでおります。

　それと、放置自転車等対策事業の委託

料がふえたということですね。これにつ

きましては、自転車利用者指導委託料で

すね、こちらの方が千里丘駅西自転車駐

車場の方が建替えを行った関係で、西口

駅前の指導員の方の、シルバーの委託料

がふえたためにふえております。

○山本靖一委員長　林参事。

○林建築住宅課参事　建築住宅課で市民

プールを解体することになった経緯につ

いてと、その後のスケジュールについて

ご答弁申し上げます。市営住宅建替え事

業は、旧市民プール跡地に鳥飼野々団地、

鯵生野団地を集約し、国の地域住宅交付

金を活用して、平成１９年度から平成２

３年度までの５か年事業として、昨年度

から本格的に取り組んでいるところでご

ざいます。

　ご質問の旧市民プール施設の用地につ

きましては、総務部が所管となっている

普通財産でありますが、市営住宅を建設

するための解体工事として、国に認めら

れ、解体工事の一部と基本設計の一部の

３，３９４万７，０００円を対象事業と

されたもので、住宅費補助金が地域住宅

交付金として３，２８２万９，０００円

を受けたものであります。

　交付率が１００分の９６．７１となっ

ておりますが、この点につきましては後

年度に予定しています建築工事費の中で

調整され、最終的には対象事業費の１０

分の４．５となりますので、よろしくお

願い申し上げます。

　また、今後のスケジュールにつきまし

ては、今年度、実施設計を行い、来年度

都市計画法や建築確認の手続を行い、２

２年、２３年度で建設工事を行う計画で
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あります。来年度につきましては、法手

続を進める中で味舌用水路等の管渠工事

を予定しておりますが、現在、実施設計

を進めており、道路整備などの時期等に

つきましても、各関係機関とも十分協議

を行い、むだのないように検討し、２３

年度末完成と考えておりますので、ご理

解賜りますようお願い申し上げます。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　公園みどり課

に関する件につきまして、答弁させても

らいます。まず、１点目の緑化推進嘱託

員の報酬の件でございます。まず、業務

内容につきましては、緑化推進業務にお

ける樹木や草花などの指導及び苗圃等の

維持管理作業、それと地域活動における

花とみどりの相談、並びに巡回指導であ

り、かなり経験と実務に精通された人を

嘱託員として雇用しております。

　今現在、来られている方は一応、大阪

市を退職されて、二、三年たった方が来

ております。大体、経験年数が４０年を

超えておられます。過去の経緯でいいま

すと、嘱託員の採用は平成６年度に半年

間２名を雇用いたしました。それから、

平成８年度と９年度は各２名ずつ、平成

１０年と１１年度は各１名、平成１２年

度から１８年度までが各２名、平成１９

年度と２０年度が各１名を雇用いたして

おります。

　なお、平成１９年度につきましては、

緑化に関する経験と実務に精通した再任

用職員１名が緑化推進業務に従事いたし

ております。

　続きまして、公園管理委託料でござい

ます。確かに１８年度は単価契約、１９

年度が指名競争入札を行いました。その

中でやっぱりこういう委託業務につきま

しては、やっぱり地元の意見を十分配慮

して、緊急性を要する内容が多ございま

す。特に地元から、ここをやってほしい、

あそこをやってほしいという形で要望が

上がってまいります。それを十分に反映

しながら、要するにいかに剪定とか草刈

りをやっていくかというのが重要になっ

てまいりますので、費用対効果等も考え

ながら、やっぱり何が一番いいかについ

て、今後もいろいろ考えながらしていき

たいというのが考え方でございます。

　３点目の特色のある公園の件でござい

ますけれども、以前から摂津市は特色の

ある公園がないとよく言われております

けれども、一応、都市公園の再整備の折

には、地元の皆さんの意見を取り入れた

中で公園をつくるために、ワークショッ

プ方式で事業を行ってまいりたいと考え

ております。

　現在、ワークショップで公園づくりを

行っておりますのは、吹田操車場跡地に

できます千里丘公園、この公園でワーク

ショップを置くことは、どんな案が出て

いるかについて、説明を申し上げますと、

この公園の特色というのは、防災機能を

備えた公園であり、平常時は大きな多目

的広場を備えておりますので、ラジオ体

操とかグラウンドゴルフ、サッカー、ソ

フトボール、野球等のできる場所がほし

いとか、公園の隅っこには気楽に集まれ

るコミュニティセンターがほしいとか、

それから、演奏などができる野外ステー

ジが欲しい。それから、憩いのスペース

として森や丘、池や小川、花見が楽しめ

る公園が欲しいという、たくさんの要望

が出ております。この辺の要望を入れて

いきますと、かなり特色のあるものが出

てくるんじゃないかというのが考えられ

ます。

　以前、ワークショップを行って成功し

た公園といいますと、三島公園がござい

ます。三島公園につきましては、地元の
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皆さん、再整備を行うときに地元の意見

を十分聞き入れた中で、聞いた中で、あ

あいう形で整備していきました関係上、

後々の管理につきましても、皆さん方が

協力的であり、特に清掃とか草刈り、こ

れらについては、地元の方で十分頑張っ

ていただいております。その辺の関係で

摂津市内では一、二を争う美しい公園だ

と言われております。そういうような形

でワークショップをやることの一つの要

件として、将来は地元の皆さんがある程

度、管理を、ボランティアでもってやっ

ていただけることができないかなという

のも、それもちょっと厚かましいかわか

りませんけれども、そういう考え方も持っ

ておるんです。

　そういうものができてくれば、はっき

り言ったら維持管理にかかる費用も十分

削減もできてまいりますし、そのような

形でやっていきたいなというのは考えて

おります。

　それから、公園遊具の管理委託につい

ては、先ほど南野委員の質問のときに、

箇所とか、そういうものについては細か

い内容を説明させていただいたんですけ

れど、実際、国の方からの指導でもって

定期点検につきましては、年１回行いな

さいという形の指導が参っております。

その辺の関係の中で、今後につきまして

も、確かにお金がかかってまいります、

年間１３０万円ぐらいのお金がかかって

まいりますけれども、その辺については、

やはり市民の安全を守るものですので、

定期点検については、やっぱりやってい

きたいなという考え方を持っております。

　それから、健康遊具の設置につきまし

て、説明申し上げます。先ほど、野原委

員言われたんですが、安威川右岸のふれ

あいづつみに多く設置いたしております。

堤防をウオーキングしている方、皆さん

が利用されて、非常に好評であり、都市

公園やちびっこ広場でも設置してほしい

との要望もございます。今回、遊具点検

で撤去いたしました遊具の代替遊具とし

て各自治会長さんと、どういうような遊

具の設置を要望されますかということで

協議に入るわけですけれども、その中に

おいても、やっぱり安全領域等で撤去前

の遊具が置けない場合もございます。そ

の辺の場合には、ぜひこういう健康遊具

もございますよというような形で、私の

方から進めてまいりたいと思っておりま

すので、そうすることによって健康遊具

が多くついていて、お年寄りの方もそれ

でもって健康になっていただければあり

がたいなというように考えております。

　最後にちびっこ広場の分でございます

けれども、確かにちびっこ広場の管理は、

現在、１９年度は７０の自治会でもって

補助金を出しております。補助金の金額

が十分かどうかというのも確かにあるん

ですけれども、確かに地域によって草刈

りを一生懸命やってくれたところもござ

います。多少伸びているところもござい

ます。そういうような形で、その費用を

当然、差をつけたらどうかというご意見

でございますけれども、その今現在、出

している費用についても、皆さんから聞

いている内容では、ジュース代が出せれ

ばいいところだというような話も聞いて

おります。そういう中で、財源がもっと

あれば、多額の費用を補助金として出す

ことができるんですけれども、やっぱり

今の状況ではちょっと難しいなと。ただ、

先ほども、公園なんかでもボランティア

でやっていただいてるところもございま

す。その辺の形もありますので、一概に

補助金を上げるというのも、確かに少し

難しいところもありまして、とりあえず

現在の補助金で何とかやってくださいと
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いうことでお願いに上がっています。

　一つだけ草刈りで高齢化になって、ど

うしてもできないようなところも確かに

出てきております。その辺の中で、何と

かしてあげなければあかんというのも、

私の方も考え方を持っているんですけれ

ども、どうしても草が伸びきってしまっ

て、もう手に負えなくなったところにつ

いては、一遍、整地でもやっていこうか

ということで、過去には整地させてもらっ

たところもございますので、その辺の形

で、整地でまず対応していくので、それ

ともう一つは先ほどシルバーさんの方で、

仕事もちょっと減ってきたというのがあ

りますけれども、シルバーさんの方に、

地元で出されているところもあるんです。

ちびっこ広場の草刈りをシルバーさんに

頼まれているところございます。その辺

の形もありますから、どうしてもできな

いところについては、そういうような形

でシルバーさんを使った中で応援してい

くような形をとっていくのが、今後、出

てくるかもわからないというようなこと

も考えられるんじゃないかというふうに

考えております。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原修委員　ありがとうございました。

それでは、旧市民プール解体に関しまし

ては、理解できましたので結構です。

　健康遊具に関しましても、理解できま

したので、結構です。

　それでは、違法駐車追放事業のところ

で、多分これ昨年からもずっと聞かせて

もらって、昼からは青パトで、それぞれ

巡回していただいているという事業になっ

ておろうかと思います。ただ、違法駐車

のところで市民の方から要望というか、

そういうあったときに重点地区を定めて、

そういう取り締まりというのか、重点的

にそういう形の取り組みをなされている

のか、例といたしましては、銘木団地の

ところに車屋さんがちょうど一津屋、あ

れは府道ですかね、そのところ、出ると

ころ、銘木団地から出るところに、どう

しても車屋さんが両サイドにあって、そ

こに車をとめられて出てくるときに確認

ができないと、そこで、それは困ってい

るということで、警察の方にも地元の方

からも何回か要望をされているんですけ

れども、それが一向に改善されていない

という形で、これはあくまでも多分、警

察の仕事になるか、こちらのこういう違

法駐車という形のところで、あくまでも

取り締まりはできないんですけれども、

それに対しての啓発とかいう形のところ

で重点的に、そういう市民からの要望が

あったときに、どういう取り組みをされ

ているのか、そこだけお聞かせいただき

たいと思います。

　それと、２点目の放置自転車という形

で、西口の第１駐輪場が建替えるという

形のところで、シルバー人材センターの

方を１０時から４時まで２名でしたかな、

張りつけていただいて、その辺の放置自

転車が、できるまでは、そこら辺に放置

がふえないということで、住民の方に迷

惑をかけないという形のものの取り組み

をされた形で、このシルバーの金額がふ

えているという形のところは一定理解で

きました。建替えによって、どのぐらい

の今、許容というのか、初め考えられた

前回までの台数よりかなり多くなってお

ります。そういうところで、どのぐらい

今、何％ぐらい許容されているかという

ことをお答え願えますでしょうか。

　それと並行しましてというか、以前よ

りお願いしていた撤去の問題なんですけ

れども、一応とめるところが確保できた

ら、そういう形で抜き打ち的に撤去をし

てもらいたいということで、過去、平成
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１２年に自転車移動委託覚書で、そうい

う代替業務として、補償業務として出さ

れて、平成１７年に協定書を結ばれて自

転車撤去、公園ごみ、死獣処理という形

で委託業務をされている業者の方に、建

て直ったら土日の撤去という形のことを

お願いしていたんですけれども、その辺

の経緯というのか、今後あれが、第１駐

輪場ができまして、その辺の撤去が今後

どういう形で取り組んでいただけるかと

いう形を、お聞かせ願いたいと思います。

　それと関連しまして、先ほど、千里丘

ガード拡幅工事に伴いまして、この１７

日に、きのう切りかえされまして、今ま

ではことぶき商店街のところを上がって

きて、すぐ左に曲がって行けてたんです

けれども、これからは千里丘中央病院の

ところをあたって、千里丘１丁目東の信

号を右折して、ＪＲ千里丘駅前を通って、

側道を抜けてことぶき商店街に入るとい

うように、きょうからなっております。

　大体その地域のところで一番危ないの

は、これは先ほどの関連とどうなるか、

都市計画課と交通対策課という形で原田

委員の質問にもあったような形で、どこ

の管轄かというような話にもなってこよ

うかと思いますし、これは茨木土木事務

所の管轄にもなろうかと思うんですけれ

ども、その上の、今の千里丘の駅前から

来たときに、今、あの上が鉄板になって

おります。今、もう車２台通ったら、も

ういっぱいいっぱいで行けないような形

になります。あれを右折するという形に

なれば、大回りしないと左折、駅の方か

ら来たときにできないような形になりま

す。そしたら、あそこを人が通って、夜、

暗くなったときには、絶対に今までああ

いう形態じゃなかったものが、車がそう

いう形で入るときには人を引っかけたり、

そういう形が必ず起こってくると思うん

です。その辺の安全対策を一応、道路管

理責任という形のところは、市に求めら

れるか、それともあくまでも、そういう

形にしては茨木土木事務所、大阪府の管

轄になるのかはわからないですけれども、

やっぱり事故が起こったり何かなったと

きに、本市の瑕疵という形のものが起き

ないための取り組みを今、どういう形で

されていくのか、そういう形を聞かせて

いただきたい。管轄が、この委員会じゃ

なくて、これは駅前等再開発特別委員会

になるというのやったら、またそれはそ

れで議論をしていただいたらいいかと思

うんですけれども、その辺のところを聞

かせていただきたいと思います。

　それと嘱託の方が平成１７年の決算で

したかね、それまで４８０万円で２名お

られたかと思うんですけれども、それが

近年２４０万円という形になっておりま

す。一般質問でもさせていただきました

けれども、今後、やはり摂津市の、そう

いうみどりという形に対しての専門職の

方がおられないという現状の中で、今後

そういう形のもので、やっぱり専門職の

方、やっぱり多くの経験を持った、知識

を持った方を今後どういう形で、そうい

う取り組みをされるのか、そういうとこ

ろをお聞かせいただきたいと思います。

　それと公園管理委託料のところでの、

これ入札、指名競争入札と単価契約、多

分、今、お聞きしましたら、やっぱり単

価契約の方がスピード感があって、市民

要望にいち早くこたえれるという形のも

ので単価契約にもう１回戻すんだという

ような形のご答弁かと思うんですけれど

も、やはり今、問題になっておりますの

は、やはりいかに透明性を持たせた形の

中でスピード感を持たせて、そういう契

約ができるかというような形、せっかく

１年取り組まれて、何でこれが１年でま
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た、元に戻ってしまうのか、その辺のと

ころで、やはり何年か検証した中で、や

はりこういう形、１年で、そういう結果

を出すという経緯をお聞かせ願いたいと

思います。

　それと特色ある公園づくりのところで、

ワークショップのところで、やっぱり地

元の意見を聞いて、地元の方に愛着を持っ

ていただいて、維持管理していただけた

らベターという形で、多分されてこられ

たと思います。それだったら南千里丘に

関しまして、どういうワークショップを

持たれて、今後、今、地元がどういう形

になるのか、これから、あそこにいろい

ろなマンションができて、そういう方が

地元になるのか、それとも地元意識とい

う形のものが、どういう形のものを南千

里丘に関しては、今後、運営されていく

のか、その辺の考え方をお聞かせいただ

きたいと思います。

　それと、先ほどの公園遊具に関しまし

ても、多分、昨年度、本保委員も言われ

ておられましたが、やはり摂津市の基準

というのか、今まで摂津市の基準があっ

たのを、これは全国のそういう専門家の

基準にあわせて、多分やられるという形

のもので、より高い判定になってこよう

かと思いますが、そのときに、例えば、

その判定を下されたものに関しましてＣ

ランク、Ｄランクという形のものの遊具

を撤去してしまうのか、修理してしまう

のか、今でもちびっこ公園に関しまして

はロープをぐるぐる巻きにして、危険と

いうような形の公園があります。ああい

う形のものは多分、Ｄ判定だとは思うん

ですけれども、あれをいつまで、ああい

う形で置いておくのかというのは、余り

周りに対しての影響もよくないと思いま

すが、その辺の考え方をお聞かせいただ

きたいと思います。

○山本靖一委員長　ＪＲの拡幅に伴う今

の交通の危険な状況については、これは

１９年度決算の中で、どういう取り組み

をしてきたかということについて、答え

ください。

　それから、南千里丘開発に伴う公園の

問題について、南千里丘の駅前というこ

とではなしに、一般論としてご答弁をお

願いしたいと思います。

　新留課長。

○新留都市計画課長　ただいまの千里丘

ガードの切りかえのことについてでござ

いますが、まず、さきに申し上げておき

ますけれども、基本的に、この千里丘ガー

ドの拡幅事業につきまして、大阪府事業

ということで、府が事業主体で、市の方

は費用負担については、出しておりませ

ん。

　それから、野原委員の千里丘ガードの

切りかえが、先ほど部長も申し上げまし

たが、昨日、行われております。ことぶ

き商店街では、きのうまでは、その切り

かえまではガードを上がりまして、左折

しておりましたが、その切りかえにより

まして、大阪高槻京都線まで出て迂回し

て、また、右折して千里丘西の駅前を通っ

てＪＲ側道を通って、今度、右折しない

とことぶき商店街には入っていけないと

いうことでございます。それで、きのう

切りかえされたばかりなんですけれども、

私も切りかえされる前に先週、夜も見に

いってきました。保安灯というんですか、

電気もついてますが、めちゃめちゃ明る

いとは言えない状況とは思いますが、夜

は暗くなり、危険な状況になると、事故

等が起こった場合、今後の責任について

どう考えているのかという質問だと思い

ますけれども、ことぶき商店街に向かう

車と歩行者の、今の西側には駐輪場もご

ざいますから、自転車、歩行者の輻輳が
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生じる、今の仮設の側道部におきまして

は、きのう切りかえ後は交通誘導員を配

置している状況もございます。ですから、

今後につきましては、まず、その事故等

が起こらないような対応を、車と歩行者

の交通量を見ながら、必要な安全対策を

府に要望してまいりたいと考えておりま

す。

○山本靖一委員長　野畑参事。

○野畑土木下水道部参事　みどりの専門

職を今後、採用していくべきじゃないか

ということで、私の方は一応、人事担当

にですけれども、緑化の関係の学校を卒

業した方を採用してほしいというような

形で、要望もしております。

　それと、こういうような形で定年退職

になって、実際に能力を持っている方に

ついては、今後も採用してまいりたいと、

できるだけ、だから嘱託員については２

名ぐらいになるような形で採用をしてま

いりたいというふうな考え方は持ってお

ります。

　それから、２点目の公園管理委託の中

で透明性の問題もございます。私どもと

したら、できるだけ透明性を持った中で

は、どんな形がいいのかについては、再

度、考えてまいりたいと思っております。

今ここでどうだということは、ちょっと

答えにくいんですけれども、そんな形で、

再度、考えてまいりたいと思っておりま

す。

　それと南千里丘の新しくできる公園に

つきましては、これは一応都市公園でご

ざいます。都市公園でございますので、

一応、管理につきましては、私とこの都

市公園に合ったような形で、清掃につい

てはシルバー人材センターで、草刈りに

ついても一応、シルバーの方でやってい

くような考え方をしております。ただ、

地元の方で面倒をみてあげようというよ

うな形の自治会ができ上がりましたら、

そのときにはそちらの方に運営をお願い

してもいいかなというのは考えておりま

す。でも、基本的には都市公園でござい

ます。

　最後に公園の遊具について、実際、今

現在、Ｄ判定の遊具についてはすべて動

かない状態でテープでまいております。

これについては今現在、撤去に入ってお

りまして、できるだけ年度内には撤去で

きるような形で持っていきたいなという

考え方はしておりますので、よろしくお

願いいたします。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　まず、違法駐

車追放事業でございますけれども、地域、

また、住民等から要望のございました箇

所につきましては、重点的に周るように

いたしております。銘木団地の車という

ことでお話が出ておりますけれども、こ

れにつきましても現在、重点的に周らせ

ていただいておるところでございます。

ただ、改善されないようであれば、摂津

警察署、また、道路管理者である茨木土

木事務所とも協議しながら対応していき

たいと考えております。

　それから、２点目、自転車利用者指導

委託でございますけれども、昨年９月１

０日から千里丘駅西に朝８時から夕方４

時まで、２名の指導員を配置いたしてお

ります。駐輪場につきましては、一応、

完成を見ておりますけれども、駅前の環

境保全ということで、引き続き配置をし

ていきたいと考えております。

　それから、この９月２２日に完成いた

しました千里丘駅西自転車駐車場の利用

状況でございますけれども、１０月１５

日現在の状況でございますけれども、自

転車定期１，２４０台に対して１，１３

１台、９１．２％。それからミニバイク、
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定数１９２台に対して１５９台、８２．

８％。それから自転車、ミニバイク、そ

れからバイク自動二輪等の一時預りもご

ざいますけれども、一時につきましては、

まだ、相当数空いておる状況でございま

す。

　それから、最後に現在、自転車の移動

保管につきましては、年間１４５回実施

しておりますけれども、土日の撤去につ

いては、今のところ行っていないところ

でございます。来年度につきましては、

担当課、また、委託業者等とも協議をい

たしまして、土曜日１回の撤去を来年度

よりやってまいる形で検討を重ねておる

ところでございます。

　一応、土曜日につきましては、午前中

ということで、現在の段階では日を固定

するのではなく、奇数月、偶数月で日を

変えた中で実施をしたいなということで

検討をいたしております。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原修委員　それでは、いずれも要望

とさせていただきます。

　今の千里丘駅前の駐輪場ができて、ま

だ、一時預かりはスペースがあるという

形なので、これはまた、啓発していただ

いて、できるだけいっぱいになるような

形のもので、先ほど、大砂参事の方から

言われました、シルバーが１０時から４

時と、その間は確かに放置自転車はない

んです。だけど４時以降は、どうしても

放置自転車が、それはもう乗られている

方のモラルと言えばモラルなんですが、

やはりそういうので、まして土日の夕方

はあふれております。

　やはり、先ほどのガード拡幅というの

か、それに伴う車線の変更がなって、こ

とぶき商店街のとこ、また今はまだ右折

できないので、やはり４丁目の方から回っ

てくる車が左折してガードに入るという

車も多くなってきております。だから確

実に、先ほど、新留課長が言っていただ

きましたような形で、夜になったら光も

まだまだ暗いと思いますし、動線が変わ

るということは、今までの歩行者とか、

またあそこの第１駐輪場があるいう形の

方は、全然そんな意識はなしに行かれて

ます。それで夜になると、まして雨が降っ

て、それで車が入れ違うという形のとこ

ろで、傘に当たったり、また子どもがそ

れに引っかかったりという形のところで、

先ほどお伺いしていましたら、費用的に

は一切、茨木土木事務所、府の方の仕事

ですけど、そこに起こってくる事故なり、

そういうことに関しまして、やはり道路

管理者という形の、本市の責任という形

が問われるようなことが起こったときに

は、それが起きないような形で強く大阪

府に申し入れをしてもらって、やはりそ

の歩行者の安全、市民の安全を、どう担

保していくかというのは重々、その辺は

また、交通対策の方とも協議しながら、

そこの部分を一番最優先に考えてもらっ

て、また新しくガード拡幅がなされて、

あそこがまた供用開始されて、それによっ

てまた、本格的な稼働になったときには、

まずそれはそれなりの対応をしてもらっ

たらいいんですけれども、とりあえずは、

そういう仮にでも、ことぶき商店街の方

の動線が変わってくるということで、あ

そこを今まで歩いている方は、今、歩か

れている方はそういう意識なしに、子ど

もなんかも歩いてますので、その辺は本

当に危ないと思いますので、重々強く大

阪府の方に申し入れしていただきたいと

思います。

　公園の方の契約の問題、いろいろ問題

はあろうかとは思いますが、やはりせっ

かく一度、そういう形で原田委員の提案

でなされて、そういう形の、また新しい
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取り組みをされて、それを１年で変わっ

てしまうというのは、何が問題があった

んか、またそれで費用対効果で何で単価

契約と指名競争入札と、そういう形のも

ので、単価契約と同じだけの事業ができ

なかったのか、その辺もきっちりもう一

回、検証してもらった中で、やはり市民

の方の税金が適正に使われて、それは透

明度のあるという形のもので使われてい

るという形を、もう一度、真剣に考え直

していただいて、取り組みをお願いして

おきたいと思います。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で、質疑を終わ

ります。暫時休憩します。

（午後２時２９分　休憩）

（午後２時５８分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　認定第６号及び認定第９号の審査を行

います。補足説明を求めます。

　粟屋部長。

○粟屋土木下水道部長　認定第６号、平

成１９年度摂津市公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算につきまして、目を追っ

て、主なものについて補足説明をさせて

いただきます。

　特別会計決算書の９８ページをお開き

願います。

　歳入歳出決算事項別明細書について、

まず歳入から説明させていただきます。

　款１、分担金及び負担金、項１、負担

金、目１、公債費負担金は、吹田市及び

茨木市の下水が本市の公共下水道管に流

入していることから、当該公共下水道管

の建設費に係る起債の償還にあわせ、両

市より負担金を収入しているもので、収

入済額は前年度に比べ２．１％の減となっ

ております。これは一部の起債について、

償還が完了したものでございます。

　目２、受益者負担金は公共下水道の供

用開始面積に応じて、賦課徴収する負担

金で、収入済額は前年度と比べ１１．７

％の減となっております。これは滞納繰

越額の減少に伴い、過年度分の納付額が

減少したことなどによるものでございま

すなお、不納欠損額は１３８万４，４３

４円で、これは時効などにより債権が消

滅したものでございます。平成１９年度

は、摂津南負担区ほかで約５万４，７９

４平米に賦課しております。

　歳入状況につきましては、事務報告書

の２４４ページをご参照願います。

　款２、使用料及び手数料、項１、使用

料、目１、下水道使用料は、下水道使用

料及び下水道敷地占用料で、収入済額は

前年度に比べ８．２％の増となっており

ます。これは下水道使用料の改定などに

よるものでございます。なお、不納欠損

額は４０６万７，９７１円で、これは時

効などにより、債権が消滅したものでご

ざいます。

　歳入状況につきましては、事務報告書

の２４４ページをご参照願います。

　項２、手数料、目１、下水道手数料は

排水設備工事に係る指定工事店登録及び

責任技術者登録の申請手数料のほか、水

路敷地境界明示手数料などで、収入済額

は前年度に比べ９２．２％の増となって

おります。これは指定工事店登録申請件

数が増加したことなどによるものでござ

います。

　款３、国庫支出金、項１、国庫補助金、

目１、下水道事業費国庫補助金は公共下

水道事業補助金で、収入済額は前年度に

比べ３６．７％の増となっております。

これは補助対象事業が増加したものでご

ざいます。

　款４、繰入金、項１、目１、一般会計

繰入金は、収入済額が前年度に比べ４．
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７％の減となっております。これは、歳

入で下水道使用料収入及び資本費平準化

債が増加したことなどによるものでござ

います。

　款５、諸収入、項１、資金貸付金返還

収入、目１、水洗便所改造資金貸付金返

還収入は、収入済額が前年度に比べ２９．

６％の減となっております。これは貸付

件数の減少に伴い、現年度分が減少した

ことなどによるものでございます。

　歳入状況につきましては、事務報告書

の２４４ページをご参照願います。１０

０ページをお開き願います。

　項２、目１、雑入は、収入済額が前年

度に比べ９２．０％の減となっておりま

す。これは保険金の減少などによるもの

でございます。

　款６、項１、市債、目１、下水道債は

収入済額が前年度に比べ３１．０％の増

となっております。これは公共下水道事

業債が減少した一方で、流域下水道事業

債、資本費平準化債、公営企業借換債が

増加したことによるものでございます。

なお、借入先については、公共下水道事

業債及び流域下水道事業債は、財務省、

公営企業金融公庫、資本費平準化債及び

公営企業借換債は銀行となっております。

　款７、項１、目１、繰越金は繰越明許

費に係る財源を前年度から繰り越しした

ものでございます。以上が、歳入の主な

内容でございます。

　続きまして、歳出についてご説明申し

上げます。詳細につきましては、決算概

要の２１７ページから２２１ページに記

載いたしておりますので、ご参照願いま

す。

　特別会計決算書の１０２ページをお開

き願います。

　款１、下水道費、項１、目１、下水道

総務費は執行率９６．６％で、その支出

済額が前年度に比べ８．７％の減となっ

ております。主な内容といたしましては、

節２、給料から、節４、共済費まで職員

１０名の人件費でございます。

　節１３、委託料はパソコン保守委託料

及びシステム開発委託料でございます。

　節１９、負担金、補助及び交付金は、

日本下水道協会及び日本下水道事業団な

どに対する負担金でございます。

　１０４ページ、節２７、公課費は消費

税及び地方消費税でございます。

　項２、下水道事業費、目１、下水道管

理費は執行率９８．６％で、その支出済

額が前年度に比べ１６．８％の増となっ

ております。

　主な内容といたしましては、節８、報

償費は受益者負担金の納付に係る前納報

奨金でございます。

　節１１、需用費はポンプ場及びガラン

ド水路親水施設などに係る光熱水費並び

にポンプ場のほか、下水道施設に係る修

繕料などでございます。

　節１２、役務費はポンプ場などの通信

運搬費及び下水道使用料改定に係る新聞

折り込みの手数料並びに下水道施設及び

公用車の保険料でございます。

　節１３、委託料は下水道使用料徴収事

務委託料、集中管理室及びガランド水路

親水施設などの維持管理に係る委託料、

不明水対策調査委託料並びに下水道使用

料改定に係る料金システム改造委託料な

どでございます。

　なお、委託内容につきましては、事務

報告書の２４３ページ、２５１ページか

ら２５４ページをご参照願います。

　１０６ページ、節１６、原材料費はマ

ンホール蓋などの材料費でございます。

　節１８、備品購入費は耐用年数の経過

などに伴い、公用自動車の買いかえを行っ

たものでございます。
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　節１９、負担金、補助及び交付金は、

安威川流域下水道の維持管理に係る負担

金及び水洗便所改造費用に対する助成金

でございます。

　節２１、貸付金は水洗便所改造費用に

対する貸付金でございます。

　目２、下水道整備費は執行率９１．５

％でその支出済額が前年度に比べ２４．

８％の減となっております。

　主な内容といたしましては、節２、給

料から、節４、共済費までは職員７名の

人件費でございます。

　１０８ページ、節１３、委託料は工事

設計ほか委託料と家屋調査委託料及び公

共下水道再評価業務委託料などでござい

ます。なお、委託内容につきましては、

事務報告書の２６３ページから２６４ペー

ジをご参照願います。

　節１５、工事請負費は公共下水道工事

の請負費でございます。安威川以南区域

などにおきまして、２１件の工事を実施

おりまして、布設延長は約２．１キロメー

ルとなっております。なお、工事内容に

つきましては事務報告書の２６５ページ

から２６８ページをご参照願います。

　節１９、負担金、補助及び交付金は流

域下水道施設の建設に係る分担金でござ

います。

　節２２、補償、補填及び賠償金は公共

下水道工事に伴う水道管などの移設費で

ございます。

　次に、款２、項１、公債費、目１、元

金は、その支出済額が前年度と比べ２５．

６％の増となっております。

　節２３、償還金、利子及び割引料は公

共下水道事業債、流域下水道事業債及び

公営企業借換債の元金償還金でございま

す。

　目２、利子は、その収出済額が前年度

と比べ４．３％の減となっております。

　節２３、償還金、利子及び割引料は公

共下水道事業債、流域下水道事業債、資

本費平準化債及び公営企業借換債の利子

償還金でございます。

　款３、項１、目１、予備費は今年度に

ついては流用はございません。

　款４、項１、目１、繰上充用金、節２

２、補償、補填及び賠償金は、前年度の

歳入不足額を繰上充用金で補てんしたも

のでございます。

　なお、１１１ページに実質収支に関す

る内容を記載しておりますので、ご参照

願います。

　以上、平成１９年度摂津市公共下水道

事業特別会計歳入歳出決算についての補

足説明とさせていただきます。

　続きまして、認定第９号、平成１９年

度安威川、淀川右岸流域下水道組合会計

歳入歳出決算につきまして、目を追って

主なものについて補足説明をさせていた

だきます。

　１８ページをお開き願います。歳入歳

出決算事項別明細書について、まず、歳

入から説明させていただきます。

　款１、分担金及び負担金、項１、目１、

分担金は流域組合に対する５市１町の分

担金でございます。このうち、本市の分

担金は５億５，０５３万７，０００円と

なっております。

　款２、府支出金、項１、府補助金、目

１、下水道費補助金は施設の維持操作事

務に係る補助金でございます。大阪府へ

の事務承継に伴い、大阪府が組合にかわっ

て、４月、５月に業者等に支払う額に対

する補助金相当額を控除した額となって

おります。

　款３、項１、目１、繰越金は前年度繰

越金でございます。

　款４、諸収入、項１、目１、組合預金

利子は定期預金の利子でございます。

－�45�－



　２０ページをお開き願います。項２、

受託事業収入、目１、し尿処理受託事業

収入は、高槻市及び茨木市からのし尿処

理受託事業収入でございます。

　目２、節１、味舌ポンプ場水路系受託

事業収入は味舌水路の水を味舌ポンプ場

の水路系ポンプにより、安威川に排除し

ていることに伴う、同ポンプの維持操作

受託事業収入で、本市が負担しているも

のでございます。

　項３、目１、雑入は電気、水道、ガス

の一時使用料ほか、スクラップの売却代

金などでございます。

　以上が、歳入の主な内容でございます。

　続きまして、歳出についてご説明申し

上げます。組合解散に伴い、出納閉鎖期

間のない打ち切り決算となったことによ

り、歳出の執行率は８０．０％となって

おります。

　２２ページをお開き願います。

　款１、項１、目１、議会費は主な内容

としましては、節１、報酬は組合議員１

４名の報酬、節９、旅費は議員行政視察

に係る費用弁償でございます。

　款２、総務費、項１、総務管理費、目

１、一般管理費は主な内容としまして、

節１、報酬から、節４、共済費までは、

嘱託員１名、特別職６名、一般職１１名

に係る人件費でございます。

　節１２、役務費は焼却炉の火災保険、

下水道賠償などの保険料ほか、通信運搬

費などでございます。

　２４ページをお開き願います。目２、

公平委員会費は主な内容としまして、節

１、報酬は、議員３名の報酬、節９、旅

費は全国公平委員会連合会総会ほか、出

席に係る費用弁償でございます。

　項２、目１、監査委員費は主な内容と

しましては、節１、報酬は議員２名の報

酬、節９、旅費は全国都市監査委員会総

会出席に係る費用弁償でございます。

　款３、項１、下水道費、目１、下水道

一般管理費は、主な内容としましては、

節２、給料から、節４、共済費までは、

一般職４名分の人件費でございます。

　２６ページをお開き願います。

　節１２、役務費は雨水情報管理システ

ム回線使用料でございます。

　目２、中央水みらいセンター費は、安

威川流域下水道中央水みらいセンターの

維持管理に係る経費で、主な内容といた

しましては、節２、給料から、節４、共

済費までは一般職１５名分の人件費でご

ざいます。

　節１１、需用費は水処理汚泥処理用の

薬品代、機械電気設備等取替部品代等の

消耗品費、コークス、重油等の燃料費、

光熱水費、修繕料などでございます。

　節１３、委託料は施設運転管理委託料、

電気機械設備点検整備委託料、産業廃棄

物運搬処分委託料などでございます。

　目３、高槻水みらいセンター費は淀川

右岸流域下水道高槻水みらいセンターの

維持管理に係る経費でございます。

　２８ページをお開き願います。

　目４、岸部ポンプ場費は、吹田市にあ

る安威川流域下水道岸部ポンプ場の維持

管理に係る経費でございます。

　目５、前島ポンプ場費は高槻市にある

淀川右岸流域下水道前島ポンプ場の維持

管理に係る経費でございます。なお、高

槻水みらいセンター、岸部ポンプ場、前

島ポンプ場は、本市に関係のない施設で

あるため、内容説明は割愛させていただ

きます。

　目６、味舌ポンプ場費は、安威川流域

下水道、味舌ポンプ場の維持管理に係る

経費で、主な内容といたしましては、節

１１、需用費は消耗品費、燃料費、光熱

水費、修繕料、節１３、委託料は施設運
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転管理委託料ほか、電気機械設備点検整

備委託料、産業廃棄物運搬処分委託料な

どでございます。

　３０ページをお開き願います。

　目７、穂積ポンプ場費は、茨木市にあ

る安威川流域下水道、穂積ポンプ場の維

持管理に係る経費でございます。本市に

関係のない施設であるため、内容説明は

割愛させていただきます。

　目８、摂津ポンプ場費は安威川流域下

水道、摂津ポンプ場の維持管理に係る経

費で、主な内容といたしましては、節１

１、需用費は消耗品費、燃料費、光熱水

費、修繕料。節１３、委託料は施設運転

管理委託料、電気機械設備点検整備委託

料、産業廃棄物運搬処分委託料でござい

ます。

　款４、項１、公債費、目１、利子は全

額不用額となっております。

　款５、項１、目１、予備費も全額不用

額となっております。

　なお、３３ページに実質収支に係る調

書及び３５ページに財産に係る調書を記

載しておりますので、ご参照願います。

　以上、平成１９年度安威川、淀川右岸

流域下水道組合会計歳入歳出決算につい

ての補足説明とさせていただきます。

○山本靖一委員長　説明終わり、質疑に

入ります。

　南野委員。

○南野直司委員　それでは、認定第６号

から１点だけ質問をさせていただきたい

と思います。

　決算書の１０９ページ、節１５、工事

請負費、その中の公共下水道工事に関係

してでございます。その中身でございま

すけれども、先ほども補足説明がござい

ましたけれども、基本的なことを聞いて

申しわけないんですけれども、雨水幹線

の整備設計の観点で、お聞きしたいと思

うんです。１９年度の当初予算では、浸

水対策としまして、異常降雨による各水

路の増水に対して、早期に状況の掌握を

行い、また異常事態に際して、迅速に対

応するため、集中管理室内のテレメーター

装置を６年計画で更新して、水路の水位

上昇に対して、遠隔操作でゲートの開閉

を行い、浸水被害を未然に防ぐことので

きる体制を維持してまいります、等々で

すね、実施をしていただいていると思う

んですけども、この１９年度においての

雨水の対策、大まかな部分になってくる

かなと思うんですけれども、このテレメー

ターの分も含めて、ご説明いただけたら

なと思います。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　集中管理室のテ

レメーター装置更新工事を１９年度から

させていただいております。

　まず、集中管理室と市内２４か所のゲー

ト及び除塵機のテレメーターにつきまし

て、第１期は平成４年施工から、第４期

は平成１０年施工までの２４対向の４８

台導入しております。

　テレメーターの装置内のＣＰＵ、中央

演算処理装置等の部品等が、時代の進歩

に伴いまして、電子部品の世代交代が著

しく進んでおりまして、供給調達が困難

になっております。生産中止となりまし

て、そのためテレメーター装置を年次的

に更新したものでございます。

　なお、平成１９年度は初期の第１期工

事で導入いたしました１２台のうち１０

台を更新しておりまして、今後は残りの

２台と第２期工事で導入いたしました２

４台のうち８台、計１０台、５対向を更

新するものであります。

○山本靖一委員長　渡辺課長。

○渡辺下水道整備課長　テレメーターの

方は管理の方から答弁しましたが、雨水
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整備についてということで、ご答弁をさ

せていただきたいと思います。

　今、公共下水道にかかわります雨水整

備の状況でございますが、平成１９年度

末、雨水整備率といたしましては５４．

４％でございます。

　特に、分流区域の方が雨水３３．７％

と非常に低くなってございます。本来、

公共下水道の整備を順次進めていかなけ

ればならないのですが、何分、雨水の管

渠工事には非常に莫大なお金等がかかっ

てまいります。そんな状況の中、今の市

財政のもと、着手には少し足踏みをして

いるかなという状況でございますが、そ

の公共下水道が着手できない分、一応、

市内の農業用水路、これを活用しまして、

流域幹線の方に抜くことによって、雨水

排除を今現在、行っているという状況で

ございます。

　それで、雨水排除率といたしましては、

市域８９．７％という状況でございます。

公共下水道でいいますと、１０年確立の

対応にはなってはないんですが、一応、

それで今、浸水はしのげておるのかなと

いう状況でございます。

　それと、一番、今、昨今のゲリラ降雨

の中で懸念いたしております雨水対策、

これが東別府の地域が非常に昨今、遊水

地である宅地等も埋められまして、なか

なか雨水がすぐ出てしまうという状況の

もとで、緊急的な措置が必要になってく

るんじゃないかなというふうには考えて

おるところでございます。

　そんな中、一応、本管整備はできない

んですが、暫定対策といたしまして、１

８年度、淀川プラント裏等、汚水管の布

設とともにですね、既設管の能力をアッ

プするための排水管の布設がえを行って

おったり、あと別府の小学校の前なんで

すけれども、排水不良箇所の管渠の布設

がえ等行っているような状況で対応いた

しておるところでございます。

　あと、新幹線の側道になるんですが、

かなり水はけ等も悪いということで、今

年度委託の中で暫定処置ではございます

けれども、検討はさせていただいている

というような状況でございます。

○山本靖一委員長　南野委員。

○南野直司委員　ご答弁ありがとうござ

います。

　市民の方からも、水がたまって、そん

なにすごく激しい雨じゃないんですけれ

ども、そういうお話があったりして、現

場に見に行きますと、やっぱりそこは、

例えば、南別府町なんですけれども、大

きな幹線道路から流れ込んだ水がはけな

いといった部分が発見できたんですけれ

ども、基本的なことを聞いて申しわけな

いんですけれど、安威川以南と以北ので

すね、先ほど言われておりました方式的

な部分ですね。違う方式と聞いたような

認識があるんですけども、その辺、教え

ていただければありがたいと思うのです。

○山本靖一委員長　渡辺課長。

○渡辺下水道整備課長　下水道の排除方

式の内容かと思います。

　一応、安威川の以北につきましては、

合流方式と申しまして、一つの管で汚水

と雨水を一度に流す状況です。ですから、

以北につきましては、ほぼ整備率として

は９９％の整備を行っておりますので、

雨水排除も順次できておる状況。安威川

以南につきましては、分流方式と申しま

して、汚水と雨水を別々の管で排除する

方法という形の中で、現在、汚水を重点

的に整備をさせていただいた関係で、雨

水の本管整備は、まだ今、３３．７％で

あるというのが実態でございます。

○山本靖一委員長　南野委員。

○南野直司委員　財政のこともいろいろ
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とあると思うんですけども、昨今、地球

温暖化で、本当に集中豪雨というのがあ

りますので、早期の実現を目指していた

だいて、取り組んでいただきますよう、

よろしくお願いします。要望としておき

ます。

○山本靖一委員長　ほかに、原田委員。

○原田平委員　先ほど南野委員もご質問

されましたが、テレメーターについてご

質問いたしたいと思います。

　定期点検委託料として、年１９０万３，

６５０円の執行であります。先ほどの説

明によりますと、ＣＰＵの構成部品が時

代の進捗に伴い、電子部品との世代交代

が著しく進んでいると、こういうことに

よって、切りかえしなきゃならないとい

うことでありますが、これについて、ど

のようなお考えか、まずお聞きをいたし

たいと思います。続いて、またあとの質

問をいたします。

　東別府の話でございますが、埋設同意

が得られないがために、公共下水道工事

の管渠布設工事ができないという状況で

あります。公共工事に対する、何らかの

法的な措置を持ってですね、やらなけれ

ば、いつまでたっても、この地域は公共

下水道が完備しないという状況でありま

す。

　やっぱり法的な措置をとりながら、進

めるということも一つの手だと思うんで

すが、そういう取り組みはなされてきて

いるのかどうかをお伺いをいたします。

　それから、多分これ修繕料で３，８２

４万９，３１０円でありますが、これが

テレメーターの取替工事、更新工事に一

部入っておるようでありますが、どのよ

うな状況で進んできているのか、お尋ね

をいたします。

　水質分析委託料として、掲載をされて

おられますが、内容についてお尋ねをい

たします。

　もう１点、集中管理室維持管理業務委

託料として、掲載をされて執行をされま

した。これにつきましては、以前からも

私の方から、やはりそういったテレメー

ター等、いわゆる管理がリアルタイムに

できるような状況にある中で、やはり常

備的に必要ということではならんだろう

と、やはり費用対効果を含めて検討する

べきだというふうに主張してきたわけで

ありますが、依然、随意契約、そして入

札契約とされて、同業者がずっと長年に

わたって仕事を受注されておるわけであ

りますが、これについて、やはり疑義を

持つものの一人であります。

　そこで、どういうふうな、１９年度の

この入札、あるいは随意契約、どのよう

にされたのか、お尋ねをいたしたいと思

います。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　先ほど、南野委

員の質問に集中管理室のテレメーターの

装置の更新工事の分の説明させていただ

きました。

　それともう一つですね、集中管理室テ

レメーターの装置の保守点検もあわせて

発注させていただいております。これは

何かと言いましたら、以前からも平成４

年からずっとテレメーターを２４対向を

順次に点検していっております。１５年

度に定期検査を実施いたしましたテレメー

ターの部品装置６か所が、かなり寿命化

に伴いまして交換が必要ですと。それと

あわせまして、装置の交換もしておりま

すという形で、一緒に入札をかけさせて

いただきました、１９年度ですね。その

７社が一緒に入札をかけさせていただき

ましたが、６社が入札を辞退されており

ます。それで入札が不調となった状態で

ございます。不調となりましたので、も
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ともと本システム業者であります業者の

提示額が入札予定価格以下でありました

ので、同業者と契約をしたという状態で

ございます。その辺の方はちょっとご理

解いただきたいと思います。

　集中管理室維持管理業務委託の内容で

ございますが、以前から、委員からのご

質問等ございまして、経費の軽減につい

て、以前からも見直しをということでお

聞かせ願っておりました。１９年度より

見直しを行っております。

　内容でございますが、年間を通じて２

４時間の勤務体制で、昼間は９時から１

７時の間は２名で、夜間は１７時から９

時の平日は１名で、土、日、祝日、祭日

は、年末年始は２名の体制で行っており

ます。

　危機管理の観点から、年間を通じて降

雨、台風などの緊急事態に備えて２４時

間体制で臨むようにしております。また、

昼間は日常的に各施設を巡回しまして、

必要に応じて除塵機の清掃、またゲート

の施設の軽微な点検などを行い、緊急事

態に備えておるところでございます。

　また、当該ゲート付近の水路内の粗大

なごみの清掃も行っております。また、

この業務は平成１９年５月から平成２２

年４月までの複数年契約をすることによ

り、経費の削減を図っております。

　委託費についてでございますが、落札

率によっては変わりますが、１６年度は

２，７９６万３，７５０円です。１７年

度は２，７４８万３，７５０円で、１８

年度は落札率がかなり低くなっておりま

して、１，６１９万６，２５０円となっ

ておりますが、１９年度は業務内容の変

更と複数年契約することによりまして、

年間に直しまして２，５６３万６，４５

０円でございます。ですから、２０年、

２１年度は２，６２５万円となりまして、

１７年度、１６年度に比べましたら、入

札によって安価になっているという形で

ありますので、すべて入札でやっており

ますので、その辺、ご理解のほどよろし

くお願いいたします。

○山本靖一委員長　渡辺課長。

○渡辺下水道整備課長　東別府２丁目の

埋設未同意地域のお話でございますが、

委員おっしゃるとおり、地権者との話は、

いまだ解決には至っておりません。しか

し、先般の委員会でも委員の方から直接

行かなければ、周囲から攻めたらという

お話もちょうだいいたしております。そ

の中で、今年度、周囲からの攻めぐあい

という状況の中で委託の方も、検討は今

いたしておるところでございます。

　委員おっしゃってございます法的手段

という形の中で、一応、弁護士の先生方

にもご相談はさせていただいております。

そんな状況の中で、法的手段をとるにし

ても何にしても、やはり地元の方のやは

り後押し、これもやはりちょうだいした

いと思っておりまして、ことしの初めに

自治会長さんの方へ行かせていただいて、

そのあたり、今、こういう形で考えてお

るんですけれどということで、お話をさ

せていただいたんですが、どうも東別府

の自治会の中で二分した形の中で、片や

整備が完了してる、片やまだできていな

い状況の中で、住民同士の交流等の中で、

公共下水道に対する要望の意識が、少し

薄れがちなんですよというようなお話も

聞かせていただいております。そんな中

で、やはり法的手段をとってやっていく

にしても、やはり地元の後押しが、やは

りちょうだいしたいところでございます

ので、そのあたり、今から、各自治会の

方へ働きをかけていくような方法をとっ

ていきたいと、今、そういう形で動かし

ていただこうと、今、考えておるような
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状況でございます。

○山本靖一委員長　渡場参事。

○渡場下水道管理課参事　今、原田委員

のおっしゃった水質分析の内容について

ということでございますので、私の方か

ら説明をさせていただきます。

　まず、私どもの考えとしましたら、公

共下水道を使用する関係者、最近の言葉

で言いましたら上流下流の思いやりとい

うのがあろうかなというふうに私は考え

ながら、この分析の業務をしております。

　と言いますのは、一般家庭も含めまし

て特定事業場、要するに特定施設ですね、

製造業をなさっている会社からの廃水も

全部公共の中に入ってまいります。公共

で受けましたものは、流域の処理場の方

へ廃水を流していくわけですが、そうし

たときに、それぞれの自分の立場の中で、

要するに信頼の連携と申しますか、水質

の管理をしていくというのが、やはり私

は、この基本に、分析作業の中にあるの

かなというふうに考えております。

　業務の内容ですけれども、当初、水質

検査をする箇所数、あるいは項目数を決

めまして、業者の方へ、それぞれに説明

をして見積もりをもらって、１検体ごと

の単価契約を行っております。

　実際に業務としては、検査する対象の

項目は、それぞれ下水道法、あるいは施

行令の中で決められている項目について、

必要な項目数だけを、検体をとって採水

していると。

　実際に、その業務の中には、採水をす

る業務、つまり６０センチほどの下水の

管に５尺、五、六寸の体の人間が、中間

スラブまでおりて、そこで休憩しなきゃ

いかんような深さのところへ採水をしに

行くと、本管の採水をする。その作業も

含めた中で、分析依頼をしております。

私どもがやる部分については、公共下水

道と流域の接点、接続点で行っておりま

す。その回数につきましては、毎月やる

分と、それから重点調査と申しまして年

２回する分があります。これはちょっと

項目が違うんですが、それと特定事業場、

特定施設を持っている会社、要するに有

害物質を使っておられる会社からの廃水

のチェック。それと、流域、流入実態調

査という、これ北部流域下水道関係に関

係する市町村で、そういう組織をつくっ

ておりまして、一斉採水をしてやるとい

うような、そういう回数がございます。

項目につきましては、先ほど申し上げま

したように、下水道法で決められている

重点というふうに、私たちは言うている

んですけれども、５項目。それから、そ

れが毎月点検している部分ですね。それ

と、年２回の重点調査、これは５項目プ

ラス有害物質とされているもの。この有

害物質といいますのは、特定事業場が廃

水の制限を受ける項目、例えば、カドニ

ウムとかシアンとか、そういう体に余り

よくない、有害ですね。その分を各接続

点、１０か所でやっております。

　特定事業場については、２４業者があ

りますので、その中で、そこの最終の公

共汚水ます、下水処理をされて放流され

る最終の公共の汚水ますのところでふた

を開けまして採水をして、点検をすると。

もちろん特定事業場の方も毎月の、それ

ぞれの検査はされておられます。測定義

務というのが、また下水道法の中では決

められておりますので、項目としては２

項目しかないんですけれど、施設の維持、

管理をするという意味で、独自に検査を

なさっておられます。

　そういうふうな実態です。ですから、

特定事業場は、特定事業場で、自分で使っ

ている物質の分析をされる。公共は公共

でまた流れて行く先へ、またそういうの
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を流せませんから分析をすると。流域は

流域で最終放流する、ここでしたら安威

川へ放流しますから、放流するときでの

水質の分析をしていると。その中間的な

ところで、公共の分については、私ども

が担当しておると、こういうふうな実態

で委託分析をさせておる次第です。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　集中管理室のテレメーター

の装置点検、あるいは修繕ということで

なりますが、現在、７社。６社が入札を

辞退してきたと、こういう事実があると

いうことであります。この機種につきま

しては、長年にわたりまして、富士電機

水環境システムズの会社が受注しており

ます。したがって、ここが再度やるわけ

でありますが、６社が入札辞退をしたと

いうことに非常に問題があるんじゃない

かというふうに、私は思っております。

と言いますのは、いろいろ調べて見ます

とですね、この機器等について、今の時

代でございますので、たくさんあります。

そういう会社がたくさんあるにもかかわ

らず、７社が応募して６社で、この富士

電機が残ったということでございます。

これは、悪く言えば、ひょっとしたら談

合されているんじゃないかという疑いも

持たざるを得ないというふうに思うわけ

であります。

　この機種はですね、今、説明がありま

したように、非常に日進月歩と言うんで

すか、日々進んできているということで、

会社によっては、レンタル方式をやって

います。レンタルで借そうということで、

そういう方式を取ってる会社もございま

す。摂津市の場合は、親メーターから子

メーターまで、すべてコントロールでき

るようにということで、買い取りであり

ます。

　買い取りをしたためにですね、十数年

で、点検もずっとやってきているのにか

かわらずですね、機種を全面にかえなきゃ

ならないと、こういう事態ができたわけ

なんですよ。どうも業者ペースに入って

いるんじゃないかというふうに感じます。

そこらがもう少し、費用が５基で２，０

００万円の費用なんですね。１基約４０

０万円かかっておる、年間の管理費がか

かるわけでありますが、こういうことに

ついて、もう少し研究をした上で取り組

むべきではないのかなというふうに思う

わけでありますが、業者ペースで進まれ

た、この改修というんですか、テレメー

ターの修繕料のことについて、再度、ご

答弁をいただきたい、考えを聞かせてい

ただきたいと思います。

　それから埋設同意ね、私どももちょっ

と弁護士といろいろと協議をいたしまし

て、やはりいける方法もあるというふう

に言われています。そういう意味で法的

に、やはり埋設同意は得られない場合で

も、何とか方法でいこうと、いけるやな

いかというようなことも言われておりま

した。それで、摂津市の顧問弁護士とも

よく相談されていると思うのですが、長

年にわたってできない場合は、もう既に、

その地域の住宅は非常に古くなってきて

いるということで、浄化槽の耐用年数も

きているということでですね、やはり今

の時期が、公共下水道をやる時期だと思

います。これがもう少し先になれば、も

う浄化槽の機能は悪いからということで、

更新をされるということになってくると、

公共下水道は要らないということになっ

てきて、せっかく公共下水道を入れても

接続をしてもらえないと、こういうよう

な状況では、公共投資の目的は達せない

というふうに感じます。

　そういう意味で、再度いろいろと協議

をされていると思うのですが、埋設同意

－�52�－



についての法的な考えについて、お尋ね

をいたしたいと思います。

　修繕料は先ほど、テレメーターの関係

で申し上げましたので、考えをお聞かせ

をいただきたいと思います。

　水質分析委託料でありますが、２５３

万７，３２５円。多分５項目、言われた

のはＢＯＤ、ＣＯＤ、ｐＨ、ＳＳ、色度、

こういう５種類だと思うんです。この程

度の検査でということであれば、流入は

毎月１回、それから会社等については１

０か所をやっているということでありま

す。

　参考に水道部の方の水質検査を聞かせ

ていただきましたら、５１項目検査をや

られておりまして、その額は回数にもよ

るんですけれども、年間を通じて１４０

万円ほどで、その水質検査をやっており

ます。これ先ほど申し上げましたように、

５１項目をやられています。摂津市の土

木下水道部の公共下水道の水質検査、非

常に高いんじゃないかというふうに感じ

ました。多分これも随契だったというふ

うに思うんですけれども、この至った経

過並びに基準ですね、単価基準等につい

て、もう一度お尋ねをいたしたいと思い

ます。

　集中管理室の管理業務委託料でござい

ますが、若干、いわゆる仕様書の見直し

をやられたということでありますが、先

ほど申し上げましたテレメーターの設置

に伴う、リアルタイムに２４時間、状況

把握をできるという、いわゆる投資をし

ているわけですね。逆に、その投資の費

用対効果というのは、そういうところで

節約というか経費を削減しなきゃならな

い、テレメーターの、その趣旨は、そこ

にあります。いわゆる経費の節減に大い

に役立つというふうに言われているわけ

です。そういうところで、集中管理室の

委託業務をもうやられたということであ

ります。２か年契約でありますが、何と

かね、経費節減のための方策はないのか

どうか、お尋ねをいたしたいと思います。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　今のテレメーター

の装置更新につきましては、１９年度に

は、部内でかなり検討は実際したところ

でございます。業者の方は、いざ、私、

富士電機の方でとれなければ故障箇所が

発見された場合には、部品等の準備に日

数を要するということで、かなり抵抗が

あったんです。でも、私どもとしては、

今回、新たにテレメーターの装置を更新

する。また、保守点検も新たにするとい

うことで、部内で検討して、一度、入札

にかけようということで、入札に踏み切っ

たところなんです。ただ、たまたまやっ

ぱり６社の方が辞退されて、やむを得ず

もともとの業者になりましたというとこ

ろなんです。ですから、私どもの方も、

やっぱり一度は入札して、競争入札をし

て少しでも安い委託でこういうことでし

たんですけど、結局、結果はこういう形

になったんですけども、その辺はちょっ

と理解をお願いいたしたいと思っていま

すので、よろしくお願いいたします。

　それと、集中管理室の分でございます

が、平日は、昼は２名体制なんです。夜

は１名体制、それと土、日、祝は２４時

間２名体制なんです。夜の場合１名、で

も平日ですので、昼間職員おりますので、

天気等の情報も確かですので、その辺か

ら夜の方は１名という形で、複数年の３

年契約でさせてもろたところでございま

す。何分ご理解のほどよろしくお願いい

たします。

○山本靖一委員長　渡場参事。

○渡場下水道管理課参事　まず、水質分

析の件で、水道部のお話が出ました、私
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も比較してみる必要があろうかなと思う

んですけれども、聞くところによります

と、実際に水道部の方では出しておられ

る項目が非常に、５１項目の検体はある

んですけれども、また１４０万円のお金

はかけておられるというのは聞いてはお

るんですけれども、やっぱり、みずから

検体を取ってですね、やられるケースが

水道部の方式でされているんじゃないか

なというふうに思います。ですから、そ

ういう意味で総額ではね、向こうの方が

少し金額は、うちの分とは比較できない

かなという部分は思うんですけれども、

うちの方も土木下水道部としての出し方

につきましては、先ほど申しましたよう

に下水道法で決められてる項目について、

年何回あります。どの場所であります、

個数が幾つありますと、そういう総合的

な分析の業務体系の中で、これでどうで

すかと、また、こちらの業者にも、これ

でどうですかいうことで、もらった単価

で一番安いところで契約をさせてもらっ

ておるということで、項目的に言いまし

たら、もちろん５１項目、うちの方では

回数が少し多いかもわかりません。そう

いう意味で、費用が少し高なっているか

なという気がします。

○山本靖一委員長　渡辺課長。

○渡辺下水道整備課長　東別府２丁目の

件でございます。

　委員おっしゃるように、もう既にアイ

オイ住宅、ほぼ２０年経過いたしており

ますので、まあまああの浄化槽等もかな

り老朽がきているという認識はいたして

おります。

　先ほどもおっしゃっております法的な

内容、市から訴える方法であったり、そ

のあたりも一応、弁護士と相談をさせて

はいただいております。そんな状況の中

で、相手の出方次第によって、ころっと

変わってくる状況もありますので、今の

時期に逸っさない状況で、対応はとって

いきたいというふうには考えております。

少し詳しい内容までは入り込めないです

けれども。

○山本靖一委員長　粟屋部長の方から１

点目のテレメーター修繕の関係でね、買

い取りにしているけれども、レンタル方

式はどうなのかという提案とか、それか

ら東別府の埋設同意、今、渡辺課長の方

からご答弁いただきましたけれども、こ

れまでのいろんな経過がありますから、

総括的に改めて考え方、ご答弁いただけ

たらと思います。

　粟屋部長。

○粟屋土木下水道部長　それでは、まず

１点目のテレメーターの関係でございま

す。

　これはあくまでも、入札をさせていた

だいたという現実ございます。ただ山口

課長申し上げているように７社中６社が

辞退をされた。ただ、私どもその辞退の

理由は定かじゃございません。その辺、

また、確認もする必要があれば確認もさ

せていただきたいと思います。ただやっ

ぱり、委員もいつもおっしゃっているよ

うに、この分以外でも透明性の確保から、

やっぱり入札は原則であると、このよう

に考えております。

　もう１点、レンタルの話でございます。

これ正直申し上げて私どもちょっとレン

タルの方は把握、私はようしておりませ

んので、これは今後、そういう方式で問

題があるのか、ないのか、その辺も含め

てちょっと検討はさせてみたいと、この

ように思っております。

　東別府の埋設同意の件でございますけ

れども、これも今までから渡辺課長、私

も本会議の場でもいろいろご答弁申し上

げてきた経緯がございます。ただ、我々、
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下水道担当としては、やっぱり一番大き

な問題であるというふうに考えてもおり

ます。私も以前、顧問弁護士とも相談し

たことがございます。法的な手続につき

まして、ある一定可能なことは可能だと

いうふうに理解しております。ただ、課

長、申しておりますように、法的な手続

で進めるんであれば、地元の方々の後押

しもしてほしいというのもございますし、

そんでまた、費用的な面も弁護士いわく、

結構かかるようなこともおっしゃってお

られましたので、その辺も今後、含めま

して、地元、また顧問弁護士と詳細にも

詰めてまいりたいと、このように考えて

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。

　それともう１点、東別府の関係で、先

ほど渡辺課長、申し上げましたけれども、

その埋設同意が得られないために、その

区域以外の上流箇所も未供用になってお

ります。それは今回、委託で、新幹線の

側道も含めてましてね、ルート変更でき

ないのかという検討もしていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいた

します。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　部長から総括的にご答弁

をいただきましたが、東別府の、この公

共下水道の施設については、先ほど申し

上げた状況もありますので、早急に対策

を講じていただきたいということを要望

しておきたいと思います。

　テレメーターの部分でございますが、

私どもいろいろ調べてまいりまして、レ

ンタル方式もね、検討してはどうかとい

うふうに思うわけです。これ私個人の意

見です。それで機械がね、新しくなって

くる、更新されるということで、このテ

レメーターにつきましては、いろんなと

ころで利用されています。下水道だけじゃ

なしにね、いろんなところで利用されて

おられます。そういう意味で機種は変わっ

ていくこともあろうかと思うんですけれ

ども、この富士電機水環境システムズと

契約をすれば、ずっとやらなきゃならな

いと思うわけです。今、１９年度でやら

れてですね、以後、あと１０数台ですか、

また、やらなきゃならないということで、

約１億ほどの費用がかかるわけですね。

今後かかってくるわけですね。来年、再

来年ということで、こういう投資がです

ね、するにはやはり、いろんな方法も考

えなければ、非常に公共下水道料金にも

きちっとはね返ってくるわけであります

から、検討してほしいなと思うんであり

ますが、部長から総括的にいただきまし

たので、要望しておきたいと思いますが、

なぜ６社が辞退をしたか。この原因究明

をしていただきたいというふうに思いま

す。

　残る１社で随意契約をされたわけであ

りますが、その入札の辞退の経過、これ

きっちりと掌握をしていただきたいとい

うふうに思います。

　今後の対応は、例えば残りの機種、残

りの箇所等についてはですね、先ほど言っ

たような方法が検討できないかどうか、

一度検討していただきたいというふうに

思います。

　水質検査の委託料でありますが、分析

検査の委託料でありますが、これにつき

まして、水道部の方の、参考に例を出し

たわけでありますが、回数等については

もっと厳しく、回数もしております、水

道部の方は。下水道の水質検査どころで

はないわけです。そんな状況の中で、流

入口に毎月１回やっているということで

ありますし、先ほど申し上げました５項

目です。水道部は、もっとそれよりも厳

しく検査をいたしております。そんな状
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況の中で、５項目で、これぐらいの費用

については、やはり高過ぎると、正直申

し上げてね、水道部の費用と見たら、非

常に高いというふうに思うわけでありま

す。多分、これは随意契約かなと思うん

ですが、もう一度聞かせていただきたい

と思います。

　随意契約だったら変更して、ちゃんと

入札をするということになると思うんで

すが、その辺だけお聞きをしたいと思い

ます。

　集中管理室につきましては、今後の課

題ということで、また頑張っていただき

たいと思います。

○山本靖一委員長　渡場参事。

○渡場下水道管理課参事　今、ご指摘が

ありました件、重々承知した中で、今後

も業務を進めていかなければいけないな

というふうに考えております。謙虚に真

摯に受けとめておきたいと思います。

　ただ、私どもの方で水質の検査、なる

ほど水道部の方は、すぐ体に入れるもの

ですから検査体制とか、あるいは検査項

目については下水道法では、これはもう

下水の管の中にありますから、直接、我々

が触れるというものではないので、そう

いう意味では水道部の検査の方が充実し

ているかなというふうには、私も思いま

す。

　ただ、土木下水道部として、その分析

の委託を出すときには、随意契約はして

おりますけれども、先ほども申しました

ように、年間の回数とか、報告とか、そ

ういうのを指示した中で、説明した中で、

示唆した中で数社から見積もりを取って

随意契約で、そこで一番安いところで随

意契約をしておると、こういう実態であ

ります。

　当然、ですから、毎年、同じ業者がす

るというものでもございません。業者も

安いところに決めますから、業者の方も

かわる場合もあります。

　実際に項目として、金額的に高いんじゃ

ないかなと、そういうふうにおっしゃっ

ている意味もありますし、私としては、

その業務全体で、先ほど申し上げました

ように、下水道の管へ下りていかないか

ん、その作業も含めて、この金額という

ふうに考えております。

　例えば、水道の場合には、聞くところ

によると、自己採水、自分で採水できる

という部分もあるように聞いてはおるん

ですけれども、私たちの方は、もう業者

の方でマンホールの中を入っていって、

先ほど申し上げたように中間スラブのと

ころで、どっこいしょと休んで、そのひ

もをたらして、下水の管をくんでいかな

いかんというような、少し３Ｋといいま

すか、そういう部分も要素の中には含ま

れているのではないかなというふうに、

私はそういうふうに考えておるんですけ

ども、その辺で、冒頭に申しましたよう

に、委員のおっしゃっていることは十分、

真摯に受けとめて考えておりますで、ご

理解のほどよろしくお願いしたいと思い

ます。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　考え等については理解を

いたしますがね、業者の決定、これは財

団法人関西環境管理技術センターという

ところにね、随意契約をされているわけ

ですね。

　いわゆる公共のあり方ということで、

今、随意契約を見直そうということが、

やはり経費の節減やとか、むだな税金を

使ってはいけないということで、やられ

ているわけです。これは、毎年かわりま

すねんということでありますが、この種

の業種の中で、業者がたくさんあります。

それを必ず入札をしていただいて、そし
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てやはり安価なところと契約をすると、

こういう基本原則に立ってですね、進め

ていただかなければ、やはりむだ遣いが、

こういうところにも出てくるんじゃない

か。これは高い安いはね、先ほど参事言

われましたようにね、３Ｋだということ

で、下水道管の中に入って行く、それは

それぞれの仕事もあります。工事するの

もありますね。しかし、こういう状況で

ありますが、検討することがあると思う

んですが、ちょっと今の説明ではね、ちょっ

と納得せえと言われてもちょっとしがた

いので、もう一度考えだけをお聞きした

いと思います。

○山本靖一委員長　粟屋部長。

○粟屋土木下水道部長　それでは水質に

つきまして、いろいろご指摘いただいた

件、私の方からご答弁させていただきま

す。

　まず、今現在やっている随契につきま

しては、担当も申し上げていますように、

１社見積もりで決めたものでございませ

んで、複数社の中から安価な価格で随意

契約をさせていただいたというのが実態

でございます。

　ただ、今、水道部との比較も指摘して

いただきました。今、お聞きしたところ

では水道部の方が安い。逆に言うたら、

やっぱり人体にも影響がある中での水質

検査であるにも価格が安いと、そういう

問題もございますので、今、この場でど

うするとは、よう申しませんけれども、

水道部の方の内容も確認した上で、水道

部も水質環境の専門職もおられますから、

その辺の指導も受けながら、今後、改善

できるものがあれば、我々も改善してい

きたいと、このように考えておりますの

で、よろしくお願い申し上げます。

○山本靖一委員長　よろしいですか、ほ

かにありませんか。

　野原委員。

○野原修委員　それでは３点、質問させ

ていただきます。

　受益者負担金に関しまして、取り組み

をどうされているのか、また下水道使用

料に対しての取り組みをどうされている

のかお聞かせください。

　それと、ガランド水路親水施設管理事

業に関しまして、これは昨年の決算でし

たか、ことしの予算のところで、新たな

清掃は今までの業者と違う、新たなそう

いう業者を探してやることによって、安

価にできるような形にできたというお答

えを説明いただいたかと思うんですけれ

ども、そういう形でいろいろ苦労されて

当たっておられるとは思うんですけど、

本来、土木下水道部の管轄ということな

んですが、前から提案しておりますが、

その辺の植採に関して、公園みどり課が

関するなり、そういう形の取り組み、ま

た第三中学校の生徒に、そのガランド水

路の清掃ということで、水の大切さとか、

そういうことを教えるというような取り

組みをお願いしてたんですげ、その辺の

進捗状況というか、取り組みはどうなっ

ているか、お聞かせいただけますでしょ

うか。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口土下水道管理課長　そしたら、ガ

ランド水路の取り組みの方から話をさせ

ていただきます。

　まず１８年からですね、水路の清掃で

すけども、やはりしゅんせつ業者、やっ

ぱり餅は餅屋ということで、やっぱりプ

ロがしたら、それなりの作業効率もいい

かということで、１８年は１１回の清掃

で済んでおります。ただ、１９年度に関

しましては、業者は違うんですけども、

同じ餅屋のしゅんせつ業者でさせてもらっ

ています。１９年度は１３回清掃してお
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ります。同じしゅんせつ業者で１１回と

１３回、なぜ２回ふえたのかなと、ちょっ

と私なりに考えてみました。

　そしたら、日照時間が、私は平成１１

年から平成１９年の間で調べましたら、

平均２，０５０時間。ところが平成１８

年は日照時間が１，８６０時間ございま

して、平成１９年が２，１２５時間でご

ざいまして、１８年度と１９年度で約２

６５時間の差があった分で、２回ふえた

んかなと、やっぱり光合成によりまして、

藻、コケ等の発生も多いですので、その

分、どうしても２回ふえたかなと思って

おります。

　それと今、ちょうど市民文化ホールの

北側のガランド水路支線、水路あるんで

すけども、水路の清掃費用を幾分でも安

くできないかなということで、職員で砂、

そして砂よりちょっと粗いジャミ砂です

ね、あれをまず敷いて、この７月から試

験をしております。それで試験した結果、

大体、ほぼわかってきておりますけれど

も、普通の砂を敷いて、２週間ほどして

掃除するのと、今までどおり掃除をする

とした場合、能力というのは５倍ぐらい

違うんですね、砂を敷いて掃除しますと、

もうほうきでさささっとはきますと、そ

のコケや藻等は、その砂の上にどうして

もつくみたいです。ですから、砂をささ

さと動かすことによって、すぐに軽くと

れるようになってきました。それでちょっ

と、これはええことですなということで、

２１年度は、ちょっと全面的に砂を敷き

たいなと、今、その辺で砂を敷いてシル

バー人材の方にですね、見積もりをお願

いし、どのくらいかかるかなと、今、親

水事業でシルバーの方に沿路等の清掃の

委託もしておりますので、それと同時に

できないかなと、それと同時にしました

ら、今の清掃の約５割か、３割ぐらいは

安くなるんじゃないかなと思っておりま

すので、今回それに向けてちょっと努力

したいなと思っております。

○山本靖一委員長　芳浦参事。

○芳浦下水道業務課長　受益者負担金と

使用料の徴収、未済額の徴収体制につい

て、どのようにやっているかという、ご

質問でございますが、受益者負担金の場

合ですが、現年課税、現年賦課を行いま

して、納期後２０日前後をめどに督促を

出しております。

　そして受益者負担金は、９月末と翌年

の２月ということになってございますが、

督促状を発しまして、重点的にですね、

やはり年末、あるいは年度末を重点課題

としまして、文書催告なり、あるいは現

地訪問、これは現地訪問へ行く場合は金

額が多額である場合、あるいは期別で、

もう４期分以上残っているというような

場合に、させていただいております。

　できるだけ、いわゆる文書催告なり、

あるいは電話、それから現場訪問という

ことでございますけれども、なかなか面

談もできないケースもございますので、

例えば、滞納整理方法としまして、配達

証明で出したりもしております。

　そして、６期分丸々残しておられる、

あるいは、その現場調査を行ったところ

が、もう住んでおられないというケース

がございます。もうガスも停栓されてい

る、水道も停栓しているという場合もご

ざいますので、そういった場合について

は、財産調査を行っております。

　それから、市外に転出される場合もご

ざいます。そして、市外に転出されても

現場訪問しましても、住民票だけが移し

ておって、現実問題住んでおられないと

いうケースもございます。だから、摂津

市に置いたまま、現在おられないという

ケースもございますので、そのあたりは
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できるだけ、税務の調査だとか、そういっ

たことも一応、行いましてですね、でき

るだけ未済額の解決に努めている次第で

ございます。

　それで、１６年度から現年重視の方に

やっておりまして、１６年未済額１，４

０９万円あったところが、今回の決算書

で見ていただければお分かりになってい

ただけますように、５３４万円というこ

とで、１，０００万円ぐらいの解決もで

きているようでございます。

　それで、この５月に摂津市の方で債権

管理対策協議会というのが設置されまし

た。私どもの方は、いわゆる受益者負担

金、それから使用料につきまして、滞納

整理部会の方に属してまして、関係各課

の意見を伺いながら、あるいは滞納整理

方法を学びながら、鋭意徴収に努力して

いるところでございます。

　何も一定の徴収緩和措置というのも現

実問題考えなければならないというのが

ございます。ただ強く迫るだけが脳では

なくて、やはり本人さんの分割納付のし

やすい方法等も相談に応じさせていただ

いております。

　そして、使用料の件でございますけど

も、去年、未済額が非常に多額でござい

ました。あの件につきましては、いわゆ

る年度間のずれによる１９年度に入って

きた分で、今回、未済額が大きく少なく

なったというところもございますが、使

用料の方で、水道部の方で督促、あわせ

てやっていただいておりますけれども、

その効果もあったことだと思ってますし、

以前、滞納未済額で問題になりました徴

収未済の分、徴収漏れ、その分において、

こちらの方でもやはり３８０万円、１年

間に徴収できたという点も多少ながらも

頑張ってこれたんじゃないかなというふ

うに思っております。これも文書催告、

それから、現場に行っております。確か

に遡及分については、なかなか我々も迫

りにくいところもございますので、その

辺はこれからも努力して、できるだけお

話を伺う中でやっていきたいと思います。

　昨今、民事再生法の適用を受けられる

方が多いです。それで、この点について

も、いわゆる弁護士、こちらの、いわゆ

る民事再生法を受けられ方の弁護士と話

をする中で、それじゃどうしましょうと

いうことで、具体的な納付方法について、

相談に応じていただいたり、あるいは向

こうから相談を持ちかけられて、できる

だけ解消するように努力はしております。

○山本靖一委員長　宮川次長。

○宮川土木下水道次長　私の方からガラ

ンド水路の管理にかかわります植採につ

いて、公園と一緒に発注すればという、

確かに、委員おっしゃるとおりで、同業

種の内容ですから、これは明らかに合体

で出す方が多少なりとも安くなるんでは

ないかなというふうには思います。

　残念なことに、今のところその内容で

はじかにやっておりませんので、できま

すれば２１年度、この時期に公園の方と

も確認いたしまして、発注時期が重なる

のかどうか、ガランドの場合は非常に集

中しているところと閑散に植栽している

ところ、それと補植等も含めて行ってお

ります。そういうふうな状況ですので、

うまくマッチングができる内容であれば、

公園の方も植栽、私どもも一緒ですけれ

ども、市内業者優先というところもござ

います。そういうところもありますんで、

一度、調整は取り組んでみたいと思いま

す。

　それと、三中の清掃活動、水の大切さ

の指導の取り組みということでございま

す。私の今までの知る範囲におきまして

は、一度、三中から地域に対する奉仕活
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動と申しますか、そういう指導項目があ

るのか、ご相談がありました。一度、そ

ういう形で水路の清掃をさせたいという

お話があったんですが、そのときは、実

際はやりましたけれども、本当は、その

子どもが遊ぶ延長でやられると、常に足

元の悪いものですから、けがをされても

困るということでお断りしたこともござ

います。ただ、学校の方は、けがをする

のも一つの教育の一環だというようなお

話で、一度だけされた経過がございます。

　ですから、この件につきまして、教育

委員会の方でも確認できるかと思います

が、そういう、今でも、その地域での、

そういう奉仕活動がなされているのかど

うか、私どものガランド水路以外に違う

場所での奉仕活動として活動されている

のか、そのあたり確認してみたいと思い

ます。

　それと水の大切さ、その指導の取り組

みということになってきますと、ちょっ

とこれまた、状況が変わってまいりまし

て、実はですね、数年前より小学４年生

を対象にしまして、その下水の出前講座

という形で、それぞれの学校のご希望に

沿った形で出前講座、この出前講座とい

いますのは、私どもが本来、主体になら

なければならないのかもわかりませんけ

れども、私どもの方では処理場管理をし

てませんもんですから、水処理のところ

までの説明はなかなか難しゅうございま

す。ですから、大阪府北部流域下水道事

務所の方で、一応、そういう講師的な役

をいただいて、私たちは、そのサポート

をしております。それぞれの小学校に行

きまして、ここの学校の水はどの下水道

管に流れますよと、その流れた水は流域

下水道幹線というところに流れます。そ

れがまた安威川以南ですと、摂津ポンプ

場を経由して、中央水みらいセンターの

方へ流れていくと、こういうふうなもの

をパワーポイントで目にも訴える形で、

水の流れ、そしてもう一つ、簡単な水の

ＢＯＤの測定なんですが、そういういろ

んな種類の汚水と言われるもの、そうい

うもの、変な話ですけども、牛乳ですと

か、そういうのも活用しましてね、どう

いうふうにしたら、これだけきれいにす

るためには、どういうふうな水の量が要

りますよとか、あるいは、こういう施設

で処理しなければならないですよという、

中学生を対象ではないんですが、小学生

向けの、そういう指導をさせていただい

たという状況でございます。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原修委員　ありがとうございます。

受益者負担金、３年間、６期に渡って納

付するとか、そういうような優しいとい

うんか、本当に細かい、そういう形で納

付していただくような、いろんな手段を

とって、収納率を上げていただいている

という取り組み、今後も続けていただき

たいと思います。

　それと、使用料に関しては５年時効と

いうような形もありますので、こちらの

資料をもらわれている、未収納額よりは

本年少なくなっておりますので、その辺

の取り組みもある程度効果が出てきてる

んかなと思いますので、今後もそういう

形で水道の方と連携をとって、進めてい

ただきたいと思います。

　それと、今、ガランド水路の出前講座

の件なんですけれど、環境なんかは各中

学校へ行ってキャリア教育という中の一

環で、いろんな、そういう形の取り組み

もしておりますし、本当に水道の方も小

学生が見学に来たり、いろんな形、きょ

うも小学生が役所の方に見学という形で

入っております。だけど一番大切なのは、

やっぱり下水というのか、その水の大切
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さという形のことを、今、宮川次長が言

われましたような形で、本当に子どもた

ちに知らせると、その典型的なんがガラ

ンド水路であって、下水処理を、そういっ

た形で、そういう水になっているという

形のものに、摂津市には、そういう設備

があるという形をもっとＰＲしていただ

いて、本当に水の大切さという形を、ちょっ

と周知の仕方が今までの土木下水道部で

はまずかったんじゃないかなと、そうい

う面でＰＲを、これからもどんどんして

いっていただきたいと思います。

　それと、さっき言いましたような形の

取り組みで緑化に関しても、多分、地元

の方と、年何回か来てもらって清掃する

と、そういう中で今まで小さな花をプレ

ゼントしたり、そういう形の、部で取り

組みされているという形のもんで、どっ

ちみちやったら、部全体でそういう緑化

専門に、そういう部分は任した中でやっ

ていくという形のものも同じ部局にあり

ますので、その辺はまず、オール摂津と

いうような考え方を持っていただいて、

今までいろんな形でなかなか、機構改革

になるのか、その辺はちょっとわからな

いですけど、何しかそういう一番効率の

いいようなやり方で、取り組んでいただ

くことを要望して終わります。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

　以上で、質疑を終わります。

　本日はこの程度にとどめ、散会したい

と思います。

（午後４時２１分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。
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